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蘭語学の立場か ら,おのおの本書を扱 った論文が書かれているが,問 題は依然
として残っているi㌔本稿 もまたかかる問題に決定的な示唆を与えるものでは
ないが,筆 者な りの視点か ら本書について再検討す るものである。
2.ま ず書誌につ き述べてお く。 これについては諸論文にす でに記載されてい








所蔵:静 斎堂文庫(函 架番号 九七一三槻)
巻数:1巻1冊
大 きさ:小 本,縦185粍 横131粍前後
料紙:や や厚手の和紙







紙が前後2丁(袋 綴),つ いで本文紙が16丁(袋綴)。この うち最後 の半丁 は白
紙である。 さらに前表紙 と本文 冒頭の問に半丁 の白紙を有す る。したが って,
表紙等すべて含めて18丁半の小 冊である。
本文については 後に詳述す るが,横 書 きであ る。4の 大 きさにも 関連す る
が,同 文庫所蔵r文 法規範』3)と同型,同 体裁であ り,換 言すれば,『 文法規
範』6巻5冊 と,い わぽ ペアをなしてい る。 ついでに言 えば,『再話』 の手 は
おそ らく 『文法規範』 と同筆である。
本書にはめず らしく厚手 の和紙 のカバーがかけ られ,そ のお もてには く馬場
佐十郎著」 魯語 全」 文化八年」 大槻如電後書 ア リ〉 とじかに 墨書 してあ
る。左下に 〈大槻茂雄〉の矩形朱 印が存す る。 したが って,こ のカバーは大槻
如電の息,大 槻茂雄に よってかけ られた ものであろ う。
『魯語』裏表紙 ウラには カバ ーにい う 〈大槻如電後書〉 なるものが存す る。
内容上2種 に 分 け うるが,重 要な 記述を含むので 以下に引用す る。なお 〈後
書〉はい うまでもな く縦書にて,朱 点お よび 朱の傍線を 有する墨書であ る。
(引用にあた り漢文 は通行体 に戻す。 以下同じ。)
a)高 橋景保撰馬場生墓表籐
辛未之歳十二 月,官 賜磨米蔵銀,且 侃刀視士,先 走,俄 羅斯,屡 冠北




印頼:4種 。す べて朱印にて,次 のとお り。
a)〈大槻氏 印〉:角印。表紙左下 および本文末16丁ウ右下にあ り。
b)〈薄霧堂蔵書〉:矩形 印。仮表紙 と本文冒頭の 問に存す る半葉
のあそび紙オ左下にあ り。




略,略 能通暁焉,既 還,述 俄羅斯語小成」十有一巻,進 呈
本書是ナ リ辛未ハ文化八年 ニテ載里此時二十五歳
再按辛未 三八アラデ†年巽西ナリ垂足文字 ワロシ 如 電誌
b)此書ハ 京都大学ニテ 一本新写サセタ リ数 日前図書館長 新村博士来謝




a)は 表題か らもわ)b{るよ うに,馬 場 佐十郎 の墓碑銘か らの引用 であ る。闘字
の有無は別 として,如 電後書末 の 〈俄羅斯語小成〉"は,墓碑銘では 〈俄羅斯語
学小成〉 と 〈学〉の字 を含む。如電に よるかか る 〈学>1字 の欠落はの ちの研
究者を悩 ませることにな る。 この点について は後述す る。 この如電の後書 は次
にふたたび とりあげるが,如 電は 『蕃語』の著者を馬場 佐十郎 であるとみなし;
は じめ馬場二十五歳,文 化八年 の作,の ちに文化十年の作 と改めて考えていた
とい う点 は,ま ずお さえて お くべ き事柄 と考える。
b)'は〈癸丑三月〉すなわち く大正2年3月 〉に書かれた ものであ り,文 末
朱丸 印は く電〉の一字であ り,Lた が ってこれ もす なわち如電の後書である。
むろんa)の 文 よ りも後 に書かれた ものであろ う。 ここでは,京 都大学図書館
長新村出の依 頼に よって,新 写本が作製 された とい うことが重要事である。 こ
の京大卒すなわち大正新写本について も後述す る。
3.書 誌的な事柄につ き,や や項事にわた る。 上述 したが,r魯 語』 とr文 法
規範』 とは同型,同 体裁である。 背の仕立 て も同 じく,同 質の紙で 包んであ
り,綴 じもこよりに よる。 さらに手 も同人 と推定 され ることも述べた。また背
の くるみにか くれてわか りに くいが,本 文料紙裏面上方には 〈一〉か ら〈十五〉
までの通 し番号が 細字墨書で ふ ってあ る。 この点 も 『文法規範』 と同 じで あ
る。 また何箇所かに鉛筆に よる書 き込みが見 られ る(後 述)。『文法規範』でも
これが見 られた。 また訂正のための貼紙 も見 られ る(3ウ 左欄,6ウ 右欄)。
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4.r魯 語』の内容について述べる。r魯語』は大 きく分 けて2つ の部分か らな
る。今か りに本文 冒頭をわた くしに1オ としてお く。第1の 部分は1オ か ら11
オまで続 き,意 味に よって分類 された和露語彙集である。第2の 部分 は,11ウ
か ら16オまでであ り,1.1V.a)極書 き朱書 きに従えば 〈成語〉篇 であ り,そ の内
容は和露短文集である。第1,第2部 分 ともに横書 きであ り,1オ ー13オは左
右2欄 か らなるが,11オの下半分および,13ウー16オは1丁 全体を1欄 として
使 っている。左右2欄 の部分では毎半葉25-30行前後,1欄 のみの部分 では20
行前後の行取 りである。全体にわた りロシア文字 は筆記体を用い,文 章にか ぎ
らず,多 くの場合単語において も語頭で大文字を用い る。
全体にわた って,墨 書 き,朱 書 き,鉛 筆書 きの3種 が認められる。墨書 きは
地の文に用い られ,朱 は標題 の 前に付す丸,確 認のために 付された であ ろ う
点,さ らに句読点の一部,日 本文お よび ロシア文始 ま りを示すための丸,日 本
文 とロシア文を結ぶための横線,傍 線,訂 正のための抹消の横線,訂 正文,説
明文あるいは11ウにみ られ る柱書 き 〈成語〉 の文字な ど,多 様に用い られてい
る。鉛筆書 きは 語句の 訂正,英 語 お よび ロシア語 の書 き込みに用 い られてい
る。(ただし英語の書 き込みは鉛筆に よるだけとは限 らない。後述)。
第1の 部分(語 彙集 とす る)お よび第2の 部分(成 語 とす る)は 次のよ うな







6)閨 房 之 品(3オ)
7)庖 厨 之 晶(3オ ー3ウ)
8)食 料(3ウ ー4オ)























13)武官 及 武 備雑 名(5オ 」ー5ウ)







































































At)B'b/BOおよ びK'b/KOの 使 い わ け の 文 例(11オ)11
B).成 語
1)成 語 第 一 参 着 粛 客(11ウ)9




























以上の他に欄外に当該標題にかかわる項[の 墨あるいは朱に よる書 き加 えがあ
る。いま ロシア語を含む項 目だけを問題 とす ると次の2箇 所である:2オ 上欄
(朱),3ウ下欄。
語彙集にせ よ,成 語にせ よ,意 味に よる分類をほどこしているわけで,他 の
当時の類書がたんに イPハ 引 きにしていることを考 えれば,編 者の工夫が生 き
てお り,や は り他書を凌いでいると評価で きよ う。 ことにAに おいて,27)以
下品詞別に分類 した点は興味ぶかい。語彙集部分では1243項目,成 語の部分で
は205項目が総計である。前者は総数 として,他 書 と比較 した場 合,け っして
多い とはい えないが,他 にない上記の ような 特色を有 してい る。 ことに12)・
13)・14)の分類 とそれ らの 項 目は,語 彙 として 『魯語』 の一特徴 と数 えて よ
かろ うと思われる。(なお 〈成語第六〉 に副題はない。)
5.鉛 筆による訂正につ き述べる。3ウ 右24)の 〈鹿肉〉 は 〈鹿〉を抹消 し,
その前に 〈牛〉 と書いてあ る。また3ウ 右12〈鹿焙肉〉 の 〈鹿〉を抹消し,そ
の前に く小羊〉 とある。これ らの訂正は,の ちにのべ る京大本には存 しない。
11ウ左 く成語第一〉 の最終項 目最終行中 〈cyna>の〈y>を鉛筆でけして,〈tO>
と鉛筆で 訂正 してい る。 京大本は この部分を墨で 抹消した上で,さ らに墨で
〈幻〉 と写 してい る。
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鉛筆による訂正の一種 と考え られ るものに次の ものがある。す なわち,4オ
右7行 目 〈烏麦OBca>と 墨書 されてある項 目中,〈OBca>の直前に縦書細字
で 〈ニカク〉 とあ り,さ らに 〈OBca>の後に 〈OBeeb[sic;eBecsの誤 り]〉
と鉛筆書 きがあ る。〈ニカク〉は 〈二格〉の意 と 解 されるが,い ずれにせ よ,
これ らの訂正 も京大本には存しない。
6,『 魯 語 』 に は若 干 数 の 英 単 語 も 記 載 され て い る。 筆 者 の 考 え に した が い,
墨=書きも朱 書 き(a)の もの と,鉛 筆 書 き(b)の もの とを 区別 して,次 に か か
げ て お く。
a)墨 書 きお よび 朱 書 き(後 者 の み そ の 由 を こ とわ る。)
① 〈虹 〉 の 項(1オ 左21)末:arainbow,aniris
② 〈経 星 恒 星 〉 の 項(1オ 右17)末:fixedstar
③ 〈惑 星 〉 の 項(1オ 右18)末:planet
④ 〈彗 星 〉 の 項(1オ 右21)末:acomet
⑤ 〈池 〉 の項(1ウ 右12)末:font;ci『tern積水 井;pond池 沼[他 に
2語 墨 に て抹 消]
⑥ 〈生 糸 〉 の 項(2オ 上 欄)前IC白pea.rowsilk[sic;rawsilkの誤
り。 英 露 と もに 朱 書 き]
⑦ 〈未 煮 欄 的 肉〉(同 上)上:unboildmead[sic;meatの誤 り。 朱書
き。]
⑧(4オ 上 欄):翅 粉wheatenfiqur
⑨(⑧ の英 語 の下):為 麺 者 麩 麦wheat
⑩ 〈裸 麦 〉 の項(4オ 右5)末:裸 麦 小 麦 粗 麺 麦 莚 麦 政 変ray
[sic;ryeの誤 り]
⑪ 〈轡 〉 の 項 .(5ウ右25)末:bit,bridle
⑫ 〈馬 勒 〉 の 項(5ウ 右26)末:curbbridle鳴子 ハ メ
⑬ 〈羅 〉 の 須 く5ウ右27)末:muzzle籠 絡nose,band鼻帯
1〕)鉛筆 書 き
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① 〈泥〉 の項(4オ 左25)末:生 麺発温々dough,paste.batter漿糊
b)① は 〈T'hcTo>とPシア語があるか ら,パ ソな どのね り粉 のことである。
つ ぎにやは り鉛筆書 きだが,ロシア語 ・英語が書 き込 まれてい る箇所を示す6
②(16オ 右下余白知rpo皿s.tooc・peeks[sic;twocopecksの誤 り]
Taneps・
以上の単語中,b)鉛 筆書 きの①②は京大本に存 しない。逆に,a)は すべ
て京大本に存す る。'一'、
7.静 嘉堂蔵r魯 語』 は実質的には天下の孤本 と述べたが,大 正新写本が京都
大学文学部図書室Ic-L・・本存す る6こ の新写本(以 下京大本 とす る)は,当 時京
大 図書館長であ った新村 出の命に よrり,おそ らく大正1年 の夏に,∫r文法規範』
とともにセ ッ トで,作 製された。・京大本屋に捺 されてい る受け入れ印は く大正
1・9・30>とな ってお り,『文法規範』が 〈大正1・8・10>受け入れであるか
ら,や やお くれて京都大学に 入 った ことになる。'r京都大学 図書原簿』に よれ
ば,両 者 ともに小野成信 とい う人物 によつて納入 された。
京大本r魯 語』 は,京 大本r文 法規範』 と装釘がま った く同 じであ る。白茶
色 の竪表紙を もつ,四 針眼左綴 じの小本である。大 きさは縦194粍横132粍前
後。ただし本来はもう少 し大 きか ったであろ う。仔細に見 てい くと,元 来切断
される筈であ った上方の紙が折れてそのまま切断 されたために生 じた えびす紙
様 の紙片が,そ のままとじられてい るのである。静嘉堂本に くらべ,・京大本は
縦においてやや大 きい。表紙には題嬢があ り 〈魯語〉 と墨書 きしてある。表紙
の次に 扉が くるが,興 味深いことに 〈魯語〉とのみ:中央に 書かれているだけ
で;静 嘉堂本の ように 〈魯語 全〉 とはな く,す なわち 〈全〉の 字を欠 く。
(静嘉堂本 の く全〉 の1字 は上 の 〈魯語〉の2字 と別筆である 可能性が考え ら
れる。)扉の左上に 京大の受入印,そ め下に 〈京都帝国大学図書之 印〉の印頼
を存す るが,後 者は左端がのどの部分にか くれてい る。捺 印時 よりも製本時が
先行 していた ことを示す。 二`
扉 は1丁 で うら白,本 文紙は16丁。本文墨付15丁半。静嘉堂本のま うに本文
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と扉 の聞にあそび紙の白紙はない。料紙は斐紙糸 の薄様紙を用い,抄 写本すな
わ ち敷 き写 しによる写本 と認められる。ただ し,京 大本 『文法規範』が虫損な
どまで写 しとるとい うきわめて精巧な写本 であるのに比 し,京 大本 『魯語』は
その ような徹底性はな く,や や ラフな印象を受ける。 とはいえ,静 嘉堂本での
墨に よって訂正 された箇所等は,き ちん と写 しとっている。
重複をい とわず,京 大本の静嘉堂本 との内容にかかわる違いをあげれば次の
ようである。すなわ ち,京 大本は
1)表紙 は 〈魯語〉とのみある。
2)3ウ 右2お よび12の鉛筆に よる訂正がない。
3)4オ右7の 〈ニカ'ク〉'〈OBees>の鉛筆に よる書 き込みがない。"t、'=
4)4オ 左25〈泥〉末に続 く英語を含む書 き込みがない。1'f
5)11ウ控書 き朱書 きの文字 〈成語〉がない6
6)15オ,静嘉堂本 〈成語第十二買売〉の く二〉を朱で抹消し,さ らに下
に 〈一〉 と朱で訂正 してあるが,京 大本は 〈二〉のままである。
7)16ナの ロシア語2語 および英語の鉛筆書 き込みはない。
8)v)ibゆる如電の く後書〉はない・ 一'1
『文法規範』の場合,'京大本 は,か な り忠実に鉛筆書 きを鉛筆で書 き写 してい
る(墨 の場合 もあ るが)。『魯語』 の場合,京 大本は,第5節 でのべた 〈cyAa>
の 〈y>を墨で訂正 している点が 例外であ っ・C;他は静嘉堂本に存す る鉛筆書
きの部分が京大本にはない。'≒
京大本 『魯語』は,ラ フな 筆写態度が 看取 されると 述べたが,'逆の意味ぞ
は,静 嘉堂本 において暖味な字体を,京 大本 は明確な本来の字体で綴 ってい る
ことが多い。静嘉堂本ではしぽしば 〈T>の筆記体には上 に線を加 えて綴 るが,1
京大本ではこれを落 として綴 ることが多い。・























京大本は以上のような小 さな誤 りを犯すだけで,写 本 としては良質 と評して よ
いと思 う。
ただ,京 大本 と静嘉堂本との関係において,筆 者には次のことが問題になっ
てくる。
1)静嘉堂本表紙の 〈魯語.全 〉の 〈全〉.字は後の加筆の疑いがある。
2)京大本作製時には,静 嘉堂本に鉛筆による書 き入れがすでに存在 して
いた。ただし今 日見 るすべてのそれ とは限 らない。それ らを,写 本作製
時には後代の手 と考 えて,無 視す る方針が とられた可能性がある。
鉛筆による書 き入れの時期について,臆 測の域を出ぬものとはいえ,本 来存 し
た ものととるむきもあるが,筆 者はそのように考えない。大槻文彦あた りの手
が入っているのではないか と推測する5)。このような問題が存するので,あ え
て京大本でも鉛筆による書 き入れの有無をと りあげた次第である。
8.『魯語』の編者は馬場佐十郎であると 考えられている。 筆者 もこれに異を
唱 えるものではない。 しかし,r魯語』 自体に 馬場の名が 記 されているわけで
はない。
第1節 でかかげた大槻如電の後書か らみて,加 冠は馬場佐十郎の作 と見てい
る(成 立時についてはしばらくお く)。
明治41年6月,上 野において 〈大槻盤渓三十年追遠展覧会〉が催 された。そ
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の折 印刷 されたr磐 渓追遠展覧会 大槻文庫書 目』臼 の3ペ ージには27番 の
〈魯文法規範〉 と並んで次のように 〈魯語〉が記載 されている。(原文縦書 き)
28魯 語 写一 馬場鯉 の筆記なるぺし
この 〈馬場穀里の筆記なるべし〉の 一文を どのように 解すべ きで あろ うか。
『大槻文庫書 目』 の27〈魯文法規範 写五〉には中段 に 双行で 〈文化十一魯人兀
老 口授」馬場 佐十郎筆記〉 とある。 同29の 〈魯西亜 国字反切音訳 写一〉は下
(ママ)
段 に 〈足立佐内の著な らんか〉 とある。 す ると,〈筆記〉 と 〈著〉 とをわけて
考 えてい るわけであ って,『大槻文庫書 目』の著=者は,今 日の静姦党文庫本 『魯
語』を,馬 場の作のみな らず,自 筆本 と考えていた と読め る。そ して,そ のよ
うに とるむ きもあるが,筆 者は馬場 の著作であろ うとす ることには賛意を表す
るものの,静 嘉堂本が 自筆本であ ることには賛成 しかねる。あ るいは賛成す る
ことに若干ため らわざるをえないのであ る。(理由は後述)。
9.静 嘉堂本 『巷語』末に付された大槻如電の後書に関 し,従 来顧 られること
のなか った点につ き一言 してお く。後書a中 〈馬場生墓表〉 の一部を引用 した
際,如 電は本来 〈俄羅斯語学小成十有一巻〉 とあ るべ き字句を 〈俄羅新語小成
十有一巻〉 と,〈学>1字 をぬか して しまった。 このことが,結 果的に如電を
して 自縄 自縛 にお としいれた と考 える。
冷静 に考 えてみれば,〈十有一巻〉 と称する 書物 と,わ ずか小冊1冊 本 『魯
語』 とを同一視することは,不 自然といわねぽ な らない7)。ところが,如 電 は
自己の誤 って引用 した字句 〈俄羅新語小成十有一巻〉 を うけて,〈本書是ナ リ〉
と断 じているのであ る。如電は 〈俄羅斯語小成〉をこのままで書名 と,し か も
これを辞書 と考えていた ようだ。 これは次の記事が傍証す る。如電r新 撰洋学
年表』(大正15年)の〈文化十一年 甲戌(1814)〉の項にこ うある(原 文縦書 き)。




ここで言 う 〈ー魯語小成 〉がr魯 語』 で あ る こ とは,・細字の 注によって 判明す
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る。そして どうや ら,逆 に,『 魯語』を 〈魯語小成〉 と わ ざわ ざ く小成〉,を付
して記載 したのは,如 電 の念頭に,後 書a中 の 〈俄羅斯語小成〉があ ったか ら
であろ う。俄羅新語 イコール魯語 とい う等式が働いたのではなかろ うかポ
だが如電は実物の 『魯語』 を見 ていなが ら,な にゆ え 〈小成}ま……十二 門に
分 ち〉 と述べ るのであろ うか。事実 は,第4節 で見た とお り33の意義分類,す ・
なわち如電に従 えば33の門を有す るのであ る。か りに,伝 統的な節用集の用語
に従 って 〈門〉なる用 語を狭めて解 し,27〈属名辞〉以下 の品詞に よる分類 を
除いたとして も,13〈武官及武備難名〉以下26〈国名〉 までの14門を無視す る
ことは,理 解 しがたい。〈十有 一巻〉な る語句へ の 連想がそれほ ど強 く作用 し
たのであろ うか。や は りここでも 〈俄羅新語小成〉 なる語句に呪縛 されていた
ことになる。
如電の後書a中 の 〈本書是 ナ リ〉の 〈本書〉が 『番謡』を さす こと,ま たb
中の 〈此書ハ〉 の 〈此書〉が 同 じくr魯 語』を さす ことは,自 然である。 た
だ,な にゆ え 『魯語』一本のみに このような後書 を如電は付 した のか。'やは り・
ζこで も 『魯語』が 〈俄羅斯語小成〉であ るとい う先入見があ ったか らとレか
言い ようがない。
客観的に内容を 検討 した上で,'『文法規範』6巻5冊 と 『魯語』1冊 の軽重一
を問われれば,少 な くとも前者が後者 よ り軽視 され ることはないのであろ う。
しか るに,た とえばr魯 語』のみにbの 後 書があるのはなぜか。 〈一本新写サ
セタ リ〉 とは 字句通 り解せ ば 〈r魯語』;一・冊を新写 させた〉 となろ うが,事 実
はことなる。新村出は,r文法規範』 も新写 させ て い るのである。 しか も京大
への納入は,『魯語』が大正1年9月30日,『 文法規範』の納入 は大正1年8月 、
10日であ る(し か も納入者は ともに小野成信なる人物)。つ ま り,『文法規範』-b
が先に,つ いでr魯 語』が新写 された ことにな る。『魯語』があ とか ら新写 さ
れたために,後 書bが 付 された と,単 純に考えることもで きるが,筆 者 はそこ
に如電の 『魯語』へ の執着を感 じる。
如電がか りに 後書aに おいて,〈俄羅斯語学小成十有一巻〉 と正 し く墓碑銘
か ら引用 していれ ば,如 電の考 えもことな った方向に展開 したはずであるbま ・
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して,r文 法規範』巻六 内題 には 〈俄羅斯語学小成巻六〉 と明記 されて い るの
だか ら。
想像するに,r文 法規範』六巻五冊 とr魯 語』一冊は,元 来いわぽ セ ヅ トと
してあつかわれていたので はなかろ うか。両者が同型 ・同体裁そ しておそ らく.
同筆 とい う点が,な によ りもこの ことを物 語 ってい るのではないか。
10.如電において,少 な くと も,元 来両者 を一体祝す る 意識が失なわれつQ
あ った。 これを決定的に促進 した のは,如 電の墓碑か らの誤 った引用 である。
一さら
にか よ うな一体視の意識を完全に消滅 させ ることに,一 役を荷 ったのは
大槻茂雄氏であろう。 氏 は,如 電 の後書を重 んず るあま り,、『魯語』にのみ カ
バ ーをかけ,し か も その上に 〈馬場 佐十郎著」 魯語 全」 文 化八年」 大槻
如電後書アリ〉としるしたのである。 しか も結果的に,如 電の重要な按文を読
みおとし,〈文化八年〉 の作 とまで してい るのである。
'項事
にわた るが,茂 雄氏に よって このカバ ーが かけ られた早い時期に,『魯
語』を見 てい る人物 がい る。川久保み どり氏であ る。氏は,い わゆ る大槻本が
静嘉堂の蔵に帰す る以前の昭和18年に,『文法規範』 ともども,r魯語』 も大槻
茂雄氏宅で見 お り,そ の論文中に次の ように書いてい る8)。(原文縦書 き)
更に見せていた 父いた一冊 のそれは,厚 さも幅 も殆ん ど同 じ位 のや ム大 き
な本で,表 紙に 「文化八年,馬 場 佐十郎著」 と書かれてあ る。第一頁を開
くと 「天文」 と朱書 されてゐて,星 日月など処 々に朱でア ソダーテイ ソを
附 けてあ る。辞書様の もので主に天文に関す るもの らしい。
こののちに如電 の後記の引用があるか ら,川 久保氏が この本をr魯 語』と明記
Lて いない ものの,r魯語』であることは 確実であ る。 上の引用文中 〈文化八
年,馬 場佐十郎著〉 とある点に 注 目されたい。r魯 語』本体には どこに もその
ような記事は 存在 しないか ら,こ れは 茂雄氏が 当時すでに カバ ーをかけてお
り,そ して このカバーに は 〈文化八年,馬 場佐十郎著〉云 々と書かれていたの
であろ う。川久保氏が 『文法規範』 よ りも 『魯語』を くや 入大 きな本〉とい っ
ているのは,こ の カバ ーが・か け られたため ど 推量 される。r魯語』本体はr文
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法規範』 とほ とん ど大 きさが同 じであ る。
このよ うに して,元 来 『文法規範』 と 『魯語』を一体祝す る意識が,如 電 の
引用 のあやま りに よって失なわれ,茂 雄氏に至 って消滅 した と筆者には観ぜ ら
れるのであ る。
11.『 魯 語 』 の 成 立 の 問 題 に 移 る 。 成 立 時 だ が,静 嘉 堂 本 『魯 語 』 の カ バ ー に
議 す く文 化 八 年 〉 は と らな い 。
後 書aに よ れ ば,成 立 時 を 如 電 は 最 終 的 に 文 化10年(1813)と 考 え た 。 た だ
し 同 じ 如 電 の 『洋 学 年 表 』 で は 文 化11年 の 欄 にr文 法 規 範 』 と と も に 記 載 さ れ
て い る か ら,文 化11年 の 作 と 考 え た と 解 さ れ る 。 な お,〈 前 年 奉 分 所 撰 〉 と あ
る 点 は 注 意 を 要 す る 。
文 化10年 は 馬 場 佐 十 郎 と 足 立 左 内 が 幕 命 を 奉 じ て,松 前 に 拘 禁 さ れ て い た ゴ
ロ ヴ 三 一 ン の 許 に お も む い た 年 で あ る 。 ゴ ロ ヴ ニ ー ン のr日 本 幽 囚 記 』 に は,
彼 ら と の 交 流 が つ ぶ さ に 描 か れ て い る が,同 年3月 末(露 暦)の 条 に 次 の よ う


















nprnoMHmb(1);[それ か ら二 日ほ どす ぎ る と,ム ール 君 は,わ れ わ れ
の 方 へ 移 らせ て くれ と頼 ん だ 。 日本側 で は早 速 こ の 頼 み を 聞 き と ど け,ム
ー ル 君 も ア レ クセ イ も また わ れ わ れ と一 緒 に 暮 す や う に な つ た 。 恰 度 そ
の 頃,日 本 の 学 者 と通 詞 が 毎 日通 っ て 来 るや うに な つ た 。 わ れ わ れ は こ の
学 者 の こ とを 学 士 院 会 員 と呼 ん で ゐた 。 彼 ほ あ る学 術 協 会 の一 員 で,そ の
ア カ デ ミッ ク
協会 は西洋の学士院に似た ところがあるか らであつた。 も一人の方はオ ラ
ンダ通 詞 と呼んでゐた。彼は これ まで集録 してあつたあ らゆる露語辞典の
検討を始め,間 もな くそれを訂正増補 した。彼 は印刷 した ナ ラソダ ・フラ
ンス辞典を持ってゐて,彼 の知 らない ロシヤ言葉に相当す るフランスの言
葉 を聞 くと,早 速持参の辞典でその言葉を探すのであつた。 この通詞は二
十七歳位の青年で記憶力が極めてす ぐれてゐた。彼は既に一 ヨーロッパ国
語の文法を知って ゐたので,ロ シヤ語の方で も非常に進歩が早かった。そ
のた め私 は,自 分で思ひ出せ るだけのところで,彼 のために ロシヤ文法書
を書いてやつた。(原本q.II,cTp・111;訳本中巻PP・136-137)]
〈学士院会員〉は足立を,〈オ ランダ通詞〉は馬場を さす。
この引用文 中頃にあ らわれ る,馬 場 のあ らゆ る露語辞典の検討 ・訂正増補の
作業の結果 と,『巷語』はむすびついて い るのでは ないか と考 えられる。 ここ
で軽々に言 うことを 慎 まねばな らぬが,〈あ らゆる露語辞典〉中もっとも 中核
をな していた のは,光 太夫によって伝 え られた ロシア語を蒐集 した ものであっ
たであろ う。
しか しいずれにせ よ,こ れ らは多 くが仮名書 きによっていたわけであ り,こ
れ らを原綴 に もどし1ω,かつ分類をほ どこした のが馬場 とい うことになる。た
だ,村 上貞助が馬場に先行 して ゴ ロヴニーソに ロシア語を教授 されてお り,そ
の折にや は り同様の辞書類を もち込んでいる11)。しか も貞助は優秀な学 び手で
あ った らしく,発 音に もす ぐれ,ロ シア文字に よって自分用のアルファベ ット
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順単語集を作 っていた と,ゴ ロヴ二一ンは回想 してい る12》。貞助の単語集が現
存す るか否かを,筆 者は知 らない。だが,お そ らく馬場の到着以前 にな された
彼の作業は,馬 場に受けつがれた ことは想像にかた くない。馬場は松 前派遣以
前,す でに光太夫に足かけ2年 ほどロシア語を学んでお り,ロ シヤ文字にも通
じていた。
上記の くあ らゆる露語辞典の検討 ・訂正増補〉 によって成 った ものを,か り
に 『蕃語』草稿本 と称すれば,草 稿本の成立は 文化10年春 となろ う。[1文法規
範』訳稿本成立に先だつ ことも,こ こで確認 してお く。
12.r魯語』 の編者は,状 況的理由に よって,馬 場 佐十郎 と考えるのが穏当で
あろ う。ただ村上や足立の関与 もす てきれないが,や は りま とめ上げたのは馬
場 であろ う。
r再話』語彙集部分 の分類中,品 詞に よるそれ,さ らに訳語に付 された文法
用語 に着 目してみ る。『魯語』中には次のよ うな文法用語がみ える13)。
a)属 名調 教辞 属用辞 冠辞 接語群 代名群 動辞
b)復 中 腸 陰 比較ノ
a)は 品詞名であるが,こ の うち く数辞〉〈接語辞〉の2語 を 除 き,他 はすべ
てr文 法規範』中にあ らわれる。〈数辞〉〈接語群〉はそれぞれ 『文法規範』で
は 〈数名辞〉〈助辞〉の 名であ らわれ る。b)は 狭い意味での文法用語である
が,そ れぞれ 〈復員 中種 陽極 陰極 比較ノ階〉の 略語であろ う。 〈比較
ノ階〉を除 き,他 はすべてr文 法規範』にあ らわれ,し か もよく頭字一字を も
って略記 され る。 〈比較 ノ階〉は 『文法規範』において 〈比 階〉 と 称 される。
以上若干の例外が 認め られるにせ よ,F文法規範』の用語に つなが るが,実 の
ところr魯 語』 の 用語 は 馬場 の基本的な蘭語学上の著作r和 蘭文学問答』(一
名 『四文規範』)の用語にさかのぼることがで きる と思われ る紛。
*な お 『魯語』中に鉛筆書 きで 〈ニカク〉すなわち 〈二格〉が記 されてい
るが,こ れは 元来存 した ものとは 認めがたいので 除外 した。 た だし ぐ二
格〉の用語は 『文法規範』にでて くる ところではあ るが15)。
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以上,文 法用語の点か らもr魯 語』が馬場 の編述にかかる ものであることを
間接的に裏づけ られ ることを示 した。また墨書 きの英語が元来存在 した もの と
すれば(後 述),こ の点 も,補 強 とな るであ ろ う。 さ らに,1オ 右8〈 惑星〉
の下に記 され る 〈杓 房 入声[… …]〉,1オ 右17〈経星 恒星〉,2オ 上欄
くunboiledmead[sic]未煮燗的 肉〉 な どの訳語あるいは四声の別を示す注記な
どに,中 国語に対する素養を読み とることができるか ら,こ れ も小 さな補強材
料 とはな るであろ う。や は りr魯 語』は馬場 の手にな るもの と考 えるのが妥当
の ようである。
13.し か しなが ら,静 嘉堂本 『魯語』を馬場の直接的な 草稿本 すなわち,馬
場 の自筆本 と考 えるのはいかがな ものであろ うか。
た しかに 『魯語』を一見す ると,そ の ような感想 を強 く抱 く。 〈n>を 〈p>
に,〈e>を く七〉にわ ざわ ざ抹消して 訂正 している箇所が しば しば見 られ るこ
とな どを思 えばなおさらであ る。 しか し仔細に本文を読んでみる と,か すかな
疑問が生 じて くるのであ る。
今,語 彙集部分に限 って見てみたい。た とえば,5ウ 右24〈髭KPHBa>とあ
るが,ロ シア語 は 〈rPUBa>とあるべ きところであろ う。 この誤 りは,お そ ら
く音 の近似に よる編集時での誤 りと考え られる(本 来の正書法に よらず,耳 で
きいた音によって 綴 った と考 えられる語が 他にも散見す る)。しか し,つ ぎの












































ロシ ア語 はす べ て筆 記 体 で 書 か れ て い る こ とは す で に 述 べた 。 したが って 上 で
は活 字 体 に 直 して 引 用 した が,原 文 はす べ て 筆 記 体 であ る こ とに 留 意 され た




以 上 の 中,④Kon・bimafi;⑧BotiCKOの2語に 含 まれ る 〈ti>は,<H>と綴 ら
れ て い た 可 能 性 が 大 で あ る 。な ぜ な らし ば し ば 原本 に お い て 〈th>は〈va>と綴
られ るか ら。
上 の14例は,そ の 誤 り方 の パ タ ー ン と して,A)1字 の み を 他 の 字 に 誤 認 す
る もの,B)2字 以 上 の 連 続 を 他 の1字 あ るい は 別 様 の連 続 と誤 認 す る も の,




こ こ で共 通 す る こ とが ら,換 言 す れ ば 誤 認 の 原 因 と して 働 い て い る こ とが ら
は,す べ て 筆 記 体 に お い て,字 形 の近 似 す る文 字 で あ る とい う事 実 で あ る。 こ
れ を どの よ うに 理 解 す べ きで あ ろ うか 。 か つ て の馬 場 は 〈e>と 〈c>とを 誤 っ
て 綴 った ほ どの 力 しか な か った ら しい が16),しか しr魯 語 』 の 他 の 部 分 か ら判
断 す るか ぎ り,こ の 時 点 で は 長 足 の 進 歩 を とげ て い る。 そ う して み る と,上 記
の 誤 りは ロシ ア語 に通 じ,ロ シ ア語 の発 音 と文 字 に 通 じて い る者 に は あ る ま じ
き誤 りと しか 言 い よ うが な い 。 こ とにAに お い て は⑤ ⑦ ⑨ ⑫,Bに お い て は
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②⑧⑭ を,ケ ア レス ・ミスと一笑に付す ことはできない。
わずかであるが 日本語においても同様の例がある。(漢字に付 されたル ビは,・
原本において縦書 き細字であるが,引 用にあた り変 更す る)。
⑮ 課〃 プシJIOAb!lllKa.(7オ 左27)
⑯ 女ムヌメ 双oqb.(7ウ 右16)
⑰ 我能 スSIMory.(10ウ 左32)
⑮では ロシア語 は くJIOAb!>KKa>と綴 るのが 正 しいが,こ れは発音を反映 した
誤 りで あ り,今 不問 とす る。 問題 は 〈クワブシ〉 の くワ〉であ る。 おそ らぐ
〈ロ〉 の誤 り。すなわち,〈クル ブシ〉 の論 りである 〈クロブシ〉 と書 くべ きと
ころであろ う1f)。⑯ はい うまで もな く<ム ス メ〉 と 〈ヌ〉 は 〈ス〉であ る。⑰
は 〈能 フ〉でなければ ロシア語にあわない。た だ し⑯⑰の例では,原 本でのケ
ア リス ・ミスの可能性 もあ ううる。いずれ{こして も,こ こで も字形の近似 に よ
る誤 りを犯 してい るのであ る。 さらに次の よ・うな こともある。1ウ 左22は,初
め 〈市街〉につづけて 〈A>を書 きなが らこれを墨 で消 し,次 に 〈y刀Ulla.〉と
書 いてある。同23に くIll舎丑epeB1班.〉とあるか らピ前者 はこの 〈A>を,行
を見誤 って書 こ うとした反映ではなかろ うか。
以上述べた ことか ら,筆 者 は静嘉堂本 『魯語』が馬場の自筆草稿本であ ると
す る説を,斥 ける。
ただ し,馬 場 の自筆草稿本に きわめ て近い転写本,し か もかな り忠実な転写
本 と考 えたい。静嘉堂本 『魯語』綴 じ内上部に存す る 〈一〉か ら 〈十五〉 の細
字番号が,写 本であ ることを側面か ら支持 しまし・か。'
松前における馬場 に よる辞典の訂正増補作業 はどこまでなされたのか。 ゴロ
ヴ二一ソの記述か らも確かな ことは言 えない。 おそ らく訂正増補 した ものを再
編集 した と思われ,そ れがいわば 『魯語』'の草稿本にあた ると考え られ るが,
裏づ けることはで きない。再編集 した草稿本r魯 語』 は,あ るいは多少の改訂
を加 えられた上で,幕 府 への復命書の第1次 資料 として用い られたであろ う。
馬場 は足立 とともに,Pシ ア語習得のために松前に派遣 された。r魯 語』はそ








14.話が前後す るが,馬 場が 松前で辞書の 改訂増補を行な った際,ロ シア語
の意味を ゴロヴニーソらか らフランス語でも説明された よ うであ る18)。第11節
で引用 した ゴロヴニー ンの記述か らもうかがい知 ることがで きる。
ゴロヴニーソは仏語のみな らず英語もよく学んだと伝記が伝えている。1798
年には ロシア艦隊司令官の下級副官兼通訳としてイギ リスに も行 ってい る19)。
r魯語』に散在する墨書 きの 英単語が 元来存在 したもの とすれば,ゴ ロヴニ
ーンらの折々の説明中にフランス語 とともにあ らわれた英語を メモした ものか
もしれない とい う臆測は,あ ま りに も荒唐無稽であろ うか20)。
なお,文 字 〈i>に関 して付言す る。〈i>の筆記体をあたか もラテン文字の 〈1>
の筆記体のように書 くのは,通詞の教養のゆえではない。当時のロシア文字 〈i>
の書法のひとつにす ぎない21)。
15.内容の検討に移る。 ここでも,語 彙集部分に検討の範囲を限定す る。
まず大 まかな印象をのべれば,類 書中,r魯語』はもっとも 優れた語彙集で
あると言い うる。すなわち,そ の理由を列挙すれば次のとお りである。
① 全体にわた り,ロ シア語が ロシア文字で書かれてい る。
② 意義に よる分類が 施されてい る。 また この方式で カバ ーできない場







⑤ 形容詞(『魯語』の用語では属名辞)に おいて,不 徹 底 とはい え,長
語尾男性形 のみな らず,女 性 ・中性形を示す ことがある。
例:未 来 ノBy刀y田iH,an,ee.(9オ右4)
⑥ 形容詞に おいて,短 語尾男性形に出没母音があ らわれる場合,か っこ
内にこれを表示する。
例:病 メルSonbHblロ,(60刀eHb.)(8ウ右24)
⑦ 代名詞(r魯 語』の用語では代名辞)に おいて,不 徹 底では あ るが,
性 ・数 を注記す ることがある。
例:中 ノ 彼tNOHO(10オ右14);復ノ{fg.、Bb!(10オ右8)
⑧ 動詞(r魯 語』 の用語では動静)に おいて,不 規則変化 に類する場合,
多 く1人 称単数現在形 をのせ る。
例:暮 ス>KliTb,>KnBy.(10ウ左37)
⑨eの 字を しば しば表示す る。 これ は当時の正書法において6と 綴 られ
ていた筈だが,実 際の発音に沿 ってほぼ正し く書 きとめ られてい る。
例:蜜1港 丑b.(6ウ左8);鷲Openb.(6ウ 右2)
以上の うち③⑥⑦⑧⑨は,語 学的に見 て,類 書 のはるかに及ばぬす ぐれた配慮
であ る。す なわ ち,近 代的な辞書の体裁に近づいている と評す こ とがで きる。
ここに編者馬場 の学識 と,ゴ ロヴニーソとい うネイテ ィブ ・ス ピーカーに して
イ ソテ リゲ』ソ トの存在,r文 法規範』の訳出,タ チーシチ ェブ 『仏魯辞 典』(後
述)の 獲得な ど,さ まざまな好条件 の組み合わせが反 映 してい るとみ られる。
16.と はいえ,元 来 の誤 りと 考え られる 箇所 も多数存在す る。 ことに 日本人
特有 ともい うべ き,刀 とpと の混同,開 音節化,ま たその逆の母音の脱落,当
時の ロシア人に もしばしば混同されたe佑 の使 いわけの誤 り22),正書法に よ
らない表記法等 々,種 々の誤 りがあ る。 しか し,こ れ も全体か ら眺めれば小 さ
な欠点にす ぎない。重 複す るが,大 まかにい って,次 の点が 目立つ。
一÷33.。〒
① 形 容 詞 の 男性 主 格 語 尾 の 朱 字 〈－th〉を ほ とん どの場 合 〈-H>と綴 る 。
こ の例 は 枚 挙 す るに い と まが な い 程 で あ る。.これ に 対 し順 序 数 詞 の場
合,正 し く く一助 と綴 る。
例:青 キBnbAHbili.(8ウ左15);第－nePBblti.(9ウ左18)
② 誤 って 〈p>を 〈n>に綴 り,こ れ を 訂 正 す る こ とが しば し ば で あ る 。
ま た 逆 もあ る。 次 の第1の 例 は,初 め 〈P>を綴 りつ い で これ を 横 線 で
消 して 次 に 〈n>を 改 め て 綴 りつ い だ例 。 第2は 初 め くp>と綴 った も の
を墨 で 消 しそ の 上 方 に 〈刀〉 と訂 正 した 例 で あ る。
例1ネ伏nJlaTOK'b・(4ウ右21);頭FoJloBa・(6ウ=有14)
③ 〈e佑〉 の混 同 を 訂 正 す る 場 合 も し ば し ば で あ る。 次 り 語 は,初 め
Ce醜p田 と綴 り,次 に 〈e>の一 部 を か え て 強 引 に 〈も〉 ¢)字形 に し,
一 方 〈七〉 は 畢 で 消 しそ の 下 方 に 〈e>と訂 正 して い る。
例:北CiSBePb.(1オ 左25)





④ の例 の場 合,今 日で い う完 了体 ・不 完 了 体 とい う文 法 範 晴 が 当 時 確 立 して お
らず,し た が って そ の区 別 を 明 確 に せ ぬ ま ま,意 味 だ け で 覚 え こ ん だ 結 果 の 混
同 と解 せ よ う。 己
ロ シ ア 語 の綴 りの誤 り等 に関 して は,い ちい ち と りた て て 言 うべ き こ とが 多
い が,詳 細 は 第19・20・21節を見 られ た い 。
17.日 本 語 見 だ し語 は,見 方 を 変 えれ ば ロ シ ア語 に 対 す る 訳 語 で あ るわ け だ
が,こ れ に つ い て も まず,際 だ った 点 だ け に ふ れ て お く。





① は 後 に 述 べ る穎 チ ー シ チ ェ フ の 仏 魯 辞 典に 出 て い る。 〈heff>すな わ ち 〈神
経 〉 の こ とで あ るが,古 くは 〈腱 〉 もい った か ら,前 後 め 語 を勘 案 す れ ば く腱〉
とあ る べ き と こ ろ だ ろ う。 〈神 経 〉の語 は 同 所 下 か ら1・2に 〈神 経CTaHOBafi.」
全HepB玉:〉 とあ る。 な お 〈CaHoBafi.〉ぽ 〈CTaHoBafl)Knna.〉で ふ つ う 〈脊
髄 〉 を い う6② は そ め直 前 め 項 が 〈悪Be360)Kie.〉とあ っ て,〈Be360}Kie.〉、
は く神 を 認 め ぬ こ と ・無 信 仰 〉 の意 味 ゆ え,あ る い は 元 来 〈Be360》Kie.〉の 項
の 日本 語 が 空 白 で あ った の か も しれ な い 。 〈3nOCTb.〉は ま さに 〈悪 〉 だ か らで
あ 観 ③ は ふ つ う 〈～ の 後 た 従 う〉 の 意 で あ るが,な に ゆ えか 訳 が 与 え られ て
い な い 。





































































簡単に述べ る。①は く牡羊〉 と元来あ った ものを く牝〉になおしてある。ただ
し京大本 は 〈牡〉 のまま。〈牡〉が 正 しい。 ②の ロシア語は く戦闘〉の意。〈砲
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台〉 は くBaTapeA>ゆえ,混 同 した もの か 。 ③ 〈マ ヅキ〉 は くマ ヅ シ キ〉 の ま
ちが い で はな い か 。 ④ 〈導 ク〉 は 誤 り。 同所 同 欄 下 に あ る 〈導 クBeCTH,BeAy.〉
と混 同 して の 付 加 と 思 わ れ る。 ⑤ 〈roprUOKb.〉は ふ つ う 〈壷 〉 を さす 。 ⑥
〈2Ka6Pbi>は〈鯉 〉。 ⑦'〈21〈apoB朋〉 は 〈混 炉 〉 類 を さす 。 ⑧ 〈3afia>のう
しろ に あ る 〈客 室〉 は書 き込 み 。2ウ 右4〈 ザシキ賓 室3ana.〉 と 混 同 して い
る。 〈灰 〉 は 〈30na>であ る。 ⑨ 〈KaLua>はロ シ ア の 〈粥 〉。 ⑩ 〈JIもCTHHua>
は 〈階 段 ・は し ご〉。 ⑪ 〈Mopna>はふつ う 〈動 物 の 鼻 面 〉。 ⑫ 〈O,fipo>は,'
この2語 が 同 義 と して な らん で い る こ と か らす れ ば,〈 ～ に 就 て 〉 の 意 。 た だ
し 〈o>に は 『新 約 聖 書 』 で の 語 法 〈6paTbHoXpMcT'bIHcyc'B[キリス ト ・
イsス に於 け る兄 弟 コ〉 が あ る。 ⑬ 〈PyCK磁〉 は 〈ロ シ ア の〉 とい う形 容 詞 。
1オ 右8〈flAaH6Ta>に対 し く惑 星 〉 と あ って,一 度 〈惑 〉 を 消 し そ の 下
に 〈ヨバ エ 〉 と あ る。 しか し 〈[lnaH6Ta>は〈惑 星 〉 が 正 しい 。 『和 蘭 字 彙 』23)
(安政2-5年,1855-58.以下0と 略 記 す る 。)で 〈planeet>には く曜 星 〉・と訳
さ れ て い るが,r英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』24)一(文久2年,1862.以 下Eと 略 記)に は
〈Planet>は〈惑 星 〉 とあ る。 〈ヨバ エ星 〉 は 次 項 〈杓6刀y取1uaH3Bis3,lla.〉
に 当 て るべ きで,い うま で もな く<流 星〉。 〈何 〉 に は 〈房 入声 即 流 星 寿 星〉
と注 が あ る。 〈房〉 も星 の 名 。 〈入 声 〉 は 〈杓 〉 の 注 。 〈奔 星 〉 はr和 名 紗 』 以
来 日本 に な じみ の 漢 語 で あ る。2オ 左8〈 旅 店TpaKTMPb・〉 の あ とに 縦 書 き
で 付 され た 〈酒 鮨 客 席 邸 店 〉 は 唐 和 語 臭 が す る。 〈TpaKTHP'h.〉は い わ ば
〈旅 籠 〉 だが 飲 食 も させ る。 た と え ばr雑 字 類 編 』25)〈天 明6年,1786・ 以 下Z
とす る 。)巻 六 の 〈宮 室 〉 門 に は'〈客 館 ・賓 〔館]〉 とあ って 前 者 に 〈ザ シキ 〉
の ル ビを 有 す る。 『魯 語 』2ウ 右4〈3ana>に 〈ザシキ賓 室 〉 とあ った こ と も
想 起 させ る。3オ 左19～21〈 臥 具 一"ocTenfl・」 臥楊KpoBaTb・」7vソ 臥
単 内納羽毛fiePHHa.〉は,そ れ ぞ れ く寝 具 ・寝 台 ・羽 蒲 団〉 を さす が;こ れ ら
〈臥 具 ・臥楊 ・臥 単 〉 もZに く臥具(ネダゥグ・ヤグ)・臥 楊(ネド・)・臥 単(7bン)〉と で
て くる。 す べ て 用 字 法 は 中 国 起 原 であ る。6オ 左 ユ3〈牡 野 牛Ko3さnb.〉は 表
記 と して これ が 正 しい 。0の 〈bok>にも 〈牡 野 牛〉 とあ る。 す な わ ち く雄 の
や ぎ〉で あ る。 くや ぎ〉の 用 字 法 と し て 〈野 牛〉は む し ろ伝 統 的 な もの で あ る2G)。
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亀井高孝校訂r北 磋 聞略』27)(以下Hと す る)の 巻之十の中 〈獣〉の部には 〈野
羊やぎ コヂヤ ウ又 コズ リヤといふ。〉 とあ り,さ らに巻之十一 〈言語〉の 〈鳥
獣〉中には 〈コヂも 一 野羊やぎ〉 とあって,〈野羊〉の用字がみ える。 しか し,
大槻玄沢 ・志村弘強 編r環 海異聞』28)(以下Kと する)で は,巻 之四 〈飲食〉
の文 中に 〈家 羊 野牛の類〉 とい う語句が 見 え,さ らに 巻之七 〈物産〉中
〈野牛ヤギ コジ ョウ 羊に似た り。…〉 とある。 古活字版r伊 曽保物語』29)中
巻第十四 〈師子王 学 牛 野牛の事〉 とあることも注意 されたい。
以上,若 干例 だが,唐 話語的用字法,伝 統的用字法に従 った 日本訳が付され
ていることを指摘 してお く。`"
18.訳語中 のいわゆる 片仮名語につ き言及 してお く。 次の例がみ られる。 こ
こでは ロシア語綴 りは原本 のまま。すなわ ち誤 りがあ ってもそのまま示す。
①,・ 勘 ムギノパ ソ
② ポートル牛 蘇
③ か ス牛 酪
④ コ ツ ナ
⑤ 丸 フ ラ ス コ
⑥ 水 飲 ・ツプ
⑦ 台 ・ツプ
⑧ ハ ル フ ピイ ル
⑨ ポ ンス
⑩ シ ヨ コ ラ ー ト
⑪ 臼 筒 モルチル
⑫ 騎 馬 ノ甲ヒタソ
⑬ カ ナ リヤ
⑭ サ ポ ン師




































⑰ ロシ ヤ 人PocciffHHH'b.(8ウ 左9)
⑱ フ ラ ンス人 ΦpaHllY3CKiH.(8ウ 左10)
この うち② 〈ボ ー トル 〉,③ 〈カ ー ス〉,④⑥ ⑦ 〈コ ッ プ〉,⑧ 〈ハ ル フ ビ イル 〉,
⑨ 〈ポ ン ス〉,⑩ 〈シ ヨ コ ラ ー ト〉,⑪ 〈モル チ ル 〉 な どは ナ ラ ソ ダ語 であ る。
す な わ ち0に ②:〈boter[…]「ボ ー トル]〉,③ 〈Hollandsc』kaas阿蘭 陀 国
製 「カ ー ズ」〉,④ ⑥ ⑦:〈kob[…コ 酒 飲 器 〉 〈drinkglas[…コ 酒 飲 「コ ッ プ」〉,
⑧ 〈halfbier,halfwijn,「ビー ル 」 半 分 酒 半 分 〉,⑩ 〈chbcolaat[…]「シ ョ コ
ラー ト」〉,⑪ 〈mortier[…コ 焼 打 ノ特 用 ル 具 短キ矯 ナリ〉 〈Eenbatterijvanzes
mortierenrモル テ ィール 」 ノ大 捷 備 ヘ テ ア ル 台場 〉 な ど と あ る。 ⑨ も 牙 ラ ン
ダ語 〈pons>だろ う。 ⑤ 〈プ ラス ⇒,⑬ 〈カ ナ リヤ〉 な ど元 来 ポル トガ ル 語
起 原 と思 わ れ るが,蘭 学 者 の 間 で は 別 段 め ず ら しい 語 で は な か った ・と思 わ れ る 。
19.ロ シア語語彙につい ても気づいた点につ き 言及 してお きたい。 分類順 に
述べてゆ く。 ロシア語を解す る人びとには不要 と思われるものであ って も,ま
た す で に と り上 げ た もの で も,叙 述 の 都 合 上,あ え て 記 し て あ る の で 了解 され
た い30)。
天 文 の 部:冒 頭 〈天He60,AeHb.月 日〉 とあ るが,〈AeHb>は 注 の あ る と
お り 〈一 日〉 の 〈日〉 で こ こに 入 れ る こ とは 適 切 で は な い 。 た だ<JleHb>に
は古 く<日 光 〉 の 意 が あ った 。 〈月JlyHa,MiSCfiqb.年月 〉 の くM'bcfiu,1,〉は
暦 の 〈月 〉 と して 普 通 用 い られ るが,時 に 天 体 の 〈月 〉 と し て も用 い られ るか
ら,こ れ は よか ろ う。 〈天 気norOAa.〉 の 〈1'lorOAa>は漂 流 民か ら伝 え られ
た も の と し て 〈風 〉 の 意 が あ るが,こ こ で は 載 せ て い な い。 後 者 は シベ リア の
方 言 で あ る。
地 理 の部:〈 浪ByPf.〉 の 〈浪 〉 は 適 切 で な い 。 〈雨 ま じ りの 暴 風 〉 を 言 う
が,そ れ に よ る連 想 か らの 誤 りか 。・〈畑Orop6Ab.〉の 〈Or6P6加〉 は 〈家 庭
菜 園 〉 の よ うな も の で あ る。 〈野none.〉 の 一〈none>には 〈耕 地'・畑 〉 の 意
が あ るが 載 せ て い な い 。 〈岩CKa,na,OnOKa.〉の 〈enOKa>はふbう 〈泥 灰 石
・泥 灰 土 〉の 意 で ,〈岩〉 と は こ と な る。 〈池npyAS,Kyn加 』〉の 〈Kyh勧b>
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は ふつ う 〈洗 礼 盤 〉 を さ し,教 会 ス ラ ヴ語 に お い て 〈池 〉 の 意 に 用 い られ,い
わ ぽ 雅 語 で あ る。 〈¶b-〉 は 〈¶e-〉・と も綴 る 。 〈泉BoAoMeTb,φoHTaAb.〉
は ロ シ ア 語 は 〈噴 水 〉 の 意 。 〈沢Jly>ka.〉の 〈∫ly>Ka>はく水 溜 り〉 で あ る;
〈浜nPHMopie.〉は 〈沿 海 地 ・海 岸 地 方 〉 を い う。 〈金 坑PyAa・〉 は 〈鉱 石 〉
を さす 。 〈灰nefi6nb,3ana.客堂 〉 の'〈nen甑も〉 は くnenenb>かも し れ な
い 。 〈3aha[sic.]〉は上 述 した 。 〈市 場n刀o[ha八b.〉は,元 来 〈広場 〉 の 意 で
あ るが,市 が 立 つ か ら,こ の よ うな 訳 が で て くる。 〈車 屋paTylila.〉は ふ ろ
う く商 人 の会 所 〉 の よ うな も の で あ る。
'時
令:〈 七 種 目'H6A毛nfi.〉ぽ む ろ ん 〈週 〉 の と とで あ るが,訳 語 カミお も じ
ろ い6蘭 ・英 め くWeek>「と}ま,Oさ ちに 登 と もiこ 〈七 曜 一 メ グ リノ 日数 〉 と
説 明 的 な 訳 を 付 す 。 〈木 曜 日qeTB6p(TO)rb.〉ぱ 初 め 〈qeTB6PTbkS.〉と書
か'れて い た もの を 〈・一TO-〉'にか6こ を 付 し て 二 本 の 線 で 引 き,さ ら に 〈k>
を 墨 で 消 し て そ の 上 に 〈r>を書 く。 これ は 当 時 の正 書 法 で の 〈qさTBeprs>あ
る い は 〈qeTBePTOKS>の両 方 を あ ら})Lだ も の と解 さ れ る。 前 者 が ふ つ うに
用 い ら れ る と こ ろ か ら,修 正 した も の で あ ろ う;な お 〈木 曜 日〉 が 〈永 曜 日〉
よ りも 先 に 載 っーて い る。 〈日曜 日BOCゆeヒ6Hi巳〉 ほ,語 末 を 今 日で は く－Hbe>
'と綴 る が;当 時 は 〈(主の)復 活 〉 と 同 じ綴 りで あ66〈 正 月reHB師b⊃ の
〈PeH'Bapb>もよ く漂 流 民 に よ り伝 え られ た 語 とtて 頻 出す る が,〈r-〉 を 頭 た
もつ綴 り の方 が 元 来 の 由 来 を 示 して い る(cf・ 現 代 語 〈朋BaPb>)。〈六 月 」 七
月 〉 の ロ シア'語 〈ifbHb.」ifbnb.〉の 語 頭 の 〈i>の書 き方 に つ い て は 上 述 しk。
〈去 々 年3AAByxsAaSTb.〉〈明 後 年n6頂 シXも刀もTも♪ は と も に お か しい 。 〈朝
ノ間noYTpY.〉 は 意 味 は よい が,ダ ー リ3D(以下Da1'とす る)に 〈n6-yTpy>
とあ る(cf.現代 語 〈noyTpY>)。〈宵 ノ間B'bBeqepy・〉 は 起 源 を 意 識 して か2
語 に 綴 る がDaPで は 〈BBeqepY>と1語。・〈来 月By,qyruzM'i}CAI-1,'b,〉の
くByAy叫H>は も と よ り 〈ByAy田in>。〈先 日 「【epe》KAHielleHb・〉}ま 〈Repe・
M<HieA、HH>'カ、o
宮 室:〈 殿'丑BaPb.〉・は も と よ り 〈抽OPち 〉 と綴 る べ き と こ ろ。"〈宮 殿 〉 の
意 が あ る6〈 楼>K励bl,fiPYCb,〉だ が,<》Knn6>は 〈(建物 の)階 〉 を さす6
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〈fiPYCb>はこ の 他 に 〈劇 場 な どの 段 状 に な った 観 覧 席 〉 を さす 。 〈ザシキ賓 室
3ana>=cf.現代 語 く3a"〉。 〈刷Hy)KHHK'b,Hy}KHoe.〉の ロ シ ア語 後 者 は よ く
<Hy}KHoe曲CTO>と辞 書 に 登 録 さ れ て い る が,こ の よ うに 形 容 詞 形 の み で も
使 わ れ た の で あ ろ う。<壇nbcHgUa>は 〈JI島cTHHUa>と綴 る べ き だ が,・
〈+〉 が 発 音 され ぬ た め,脱 落 した の だ ろ う。 他 に も類 似 の 例 が 散 見 す る が,
耳 で きい た ロ シ ア語 を 書 き写 した とい う感 を い だ か せ る。 〈a'i}cTHIiua>はふ つ
う 〈は し ご ・階 段 〉 を さす 。 〈瓦K叩nHqb.〉 の ロ シ ア 語 は語 末 を 〈-b>と綴
らね ば な らな い 。 も と よ り 〈レ ン ガ〉 の 意 。 〈垣CThHa.〉 は く壁 ・障 壁 〉 の
意 。 〈牛 室 又 家 室XneBb.〉 は ロ シ ア 語 〈X油Bち〉 が 正 しい 綴 りで, .一般 に
〈家 畜 小 屋 〉 を さす 。 〈e佑〉 の 使 い わ け は,ロ シ ア人 で も苦 手 で あ った ら し く,
喋 喋 す る の は 酷 か も しれ な い32)。
家 具:〈 家 具AiSe6皿H.〉は 複 数 な らば 〈IVie6enH>とあ るべ き と こ ろ 。 〈模i
CKaMbm.〉は 〈CKaMb兄〉 で 〈ペ ンチ ・腰 掛 け〉。 〈撹 〉 もそ の 意 が あ る 。 〈皮 篭
CYHAYKb.〉は ふ つ う 〈錠 付 きの 箱 〉 を さす が,〈 か わ ご〉 と した の は 類 推 か 。
〈箪 笥Bropo>は,〈 ひ き出 し付 き の 大 机 〉 を い う。 〈箪 〉 は 〈箪 〉 の 俗 用 だ ろ
う。 〈物 置 台 .Coφa.〉は 今 日い う 〈ソフ ァ ー〉 で あ る。 次 の 〈全KaHane.〉
は,フ ラ ンス 語 〈canap6>からの 借 用 語 で,〈 ソ フ ァ ー〉 に 同 じ。'ある い は 〈背
もた れ の あ る 長 腰 掛 け 〉 と説 明 が あ る。 〈蒸 室negKa.」 全neqb.〉 は 〈暖
炉 〉。
閨 房 之 品:〈 フトン臥 単 向納羽毛nepvaHa.」=会内納皮TκotPAK'b」会 内納藁cono.
MeHHZKb>は注 が 適 切 で あ る。 〈[枕コH3rOJIOBbe.〉は 現 代 語 で は 〈枕 頭 〉 の
意 で よ く用 い られ る が,古 く く枕 〉 の 意 もあ る。
庖 厨 之 品:〈 薪 丑POBanb.〉の 〈-nb>がわ か ら な い 。 ふ つ う 〈薪 〉 は
〈APOBa>。〈[灰]3ana>は 〈30na>と綴 る べ き。 〈-a>にア ク セ ン トが あ る
た め,前 の 〈-O-〉が 〈aKaHbe>で発 音 さ れ た た め の 誤 りで あ ろ う。 〈火 打 鎌
OrHHBO>の 〈火 打 鎌 〉 は 〈火 打 金 〉 の こ と で,Pシ ア 語 も そ の 意 。 〈マソ時 三
加1〈acTploＬla.〉は くKacTpKonA>と綴 る べ き。 ふ つ う 〈金 属 性 の 柄 付 き鍋 〉
で あ る 。 〈三 加 〉 の用 字 は よ くわ か らぬ 。 〈マ ソ リキ 〉 は 〈籾 を ひ く器 具 〉.か。:
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〈車Tenbra.〉は 〈四 輪 荷 馬 車 〉。'〈車KapeTa.〉は 〈四 輪 の箱 馬 車〉・で あ る 。
〈雪 車CaHH.〉 は い う まで もな く<そ り〉。
食 料:〈 菱 餅 心IMAKullJtb…〉 は く… 〉 が 不 要 で 〈パ ソの や わ らか い 部 分 〉,
ま さ に く芯 〉 で あ る。 〈歯 肉CoAcHuHa.〉は 〈ConHHHa>の誤 り。 〈脂 肉BeT・
9MHa.〉は 今 日の 〈ハ ム〉で あ る。 〈家 焙 肉KonhoHaficBnHMHa.>eま〈Kon古曲・
HaficBHHHHa>でnシア語 は 〈1コ ペ イ カ め→ 安 い 豚 肉〉の意 。〈焙 肉>KapKoe.〉
は正 しい 。 〈》KapKoe>は 〈>KapeHoeMflco>の意 で 使 わ れ た 。 〈カ ラ'ク ソ
HH丑全HcKiH[nもTslxs].〉は 〈HHAe口cKi白n令Tyxも〉が 正 しい 綴 り。 〈カ ラ ク ン〉
は 〈唐 国 〉 で,い うまで も.なく<七 面 鳥〉 を ざす(cf.タチ ー シチ ェ フ辞 典(以
下Tatischevとす る)〈 」Poecld'lnde,HHAetiKa.〉)。〈難 子 日Eも 加 κ玉.」 全 黄
>KenTOKb:〉の 〈B'bAoK'b,》KenTOK5>はそ れ ぞ れ 〈卵 白,卵 黄 〉'をさすd〈 血
腸Kon6aca.〉は 〈Kan6aca>の綴 り も並 行 して存 す る。 い うま で もな く<腸
詰 あ 〉。<菜KanyUHTa>は 正 し くは<KanyCTa>。『魯 語 』 で は 〈c>を 〈m>1
と綴 る 場 合 が 若 干見 られ る 。い うまで もな く<キ ャベ ツ〉。 〈阿 蘭 芋3eMJIHHHbiH
fi6刀OKIi.〉は 前 の 形 容 詞 の綴 りは 〈H>1字 で よい 。.オラ ン ダ語 の くaardappel>
す な わ ち 〈じ ゃがL:・も〉 で あ る。 〈米CopoqtiHcKoen皿eHa.〉は くCapaqHH・
CKoenlueHO>で〈稲 〉 の こ と。 〈泥 丁'bcTo.〉の く泥 〉 の 訳 語 は お も し ろ い
が,〈TbcT'o>は〈こね た 粉,ペ ー ス ト〉 を い う。 〈桜BumHa.〉 は くBH山開 〉
が 正 しい 。 〈c6fi.醤油〉 は の ち の書 き入 れ と思 わ れ る が,記 され て い る こ と は
興 味 ぶ か い 。 日本 語 か ら ロ シ ア語 に 入 った 語 の数 少 い 例 だ か らで あ る 。 〈生 姜
HH,qHPb.〉は 上 述 した よ うに 〈HH6HPb>が正 しい 。 た だ し,現 代 語 と綴 りが 若
干違 う こ とに 注 意(cf.MM6Hpb)。〈煮 肉BapeHoe・〉 は 〈BapeHoeMflco>の
意 で,形 容 詞 だ け で通 用 して い た の で あ ろ うか。
食用 器 品:〈 大 鉢BAH])A'b.〉は 〈B脚AO>と 綴 る べ きで 〈深 め の 大 ・皿 〉 の
意 。 〈小 鉢TapenKa.〉の 〈TapenKa>はふ つ うの 〈皿〉 で あ る。 〈肉 刺Blin・
Ka.〉の 〈BHnKa>はい うまで もな く くラ ォー ク〉。 〈鉢JlaxaHb.〉は 〈JloxaHb>
と綴 るべ きで く－a-〉に ア クセ ン トが あ るか ら く一〇一〉 を 〈-a-〉と 誤 った も の
か 。'ふつ う くた らい 〉 を い う。 〈丸 フ ラ ス コByTHnKa.〉は 今 日め く細 首 の ガ
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ラ ス び ん〉 で あ る。 〈磁 障Kpy}KKa.〉の 〈磁 潭 〉 はZに 〈トク リ、・サ カ ドク
リ〉 の 訓 が あ るが,<Kpy}KKa>は〈と って のつ い た カ ヅプ〉 で あ る。
飲 料:〈 ハ ル フ ビ ィ ル1'lonnHBo.〉は と も に そ の 名 の と お り 〈ア ル コ ール 度
の 低 い ビール 〉。 〈シ ヨ コ ラ ー トIJJOKonaTb>は飲 み も の の シ ョ コ ラ ー トで あ
る が,『 教 会 ス ラ ヴ語 ロシ ア 語 辞 典 』33〕(以下SCRと す る)な どで は 〈皿IOKO・
瀕Aち 〉 と語 末 を 〈-Ab>に綴 る。 た だ しTatischevでは 〈山oKonaTb>と
〈-T'b>に綴 り,こ こ で も,こ の辞 典 の 影 響 下 に あ る と み る べ きか 。 〈乳 汁 重
CnHBKH.〉の 〈CnHBKM[複数]〉 は 〈乳 脂 ・ク リー ム〉 の 意 。 〈璽 〉 は、〈澱 〉 の
意 。 〈煙 盒Ta6aKePKa.〉の ロシ ア語 は,〈 嗅 ぎた ば こ入 れ 〉。
服 飾:〈 貼 裡 、KaM30ns.〉の ロ シ ア 語 は 昔 風 の 〈チ ョ ッキ'・胴 着>6〈貼 裡 〉
は,Zに 〈貼 裡 帖 外 〉 を くシ タギ ウ ワギ 〉 と訓 ず るか ら,〈 下 着 〉 の 意 。Hに
は 〈カ ソ ゾ ロ〉 とあ って 図 が 載 せ られ て い る。 〈袋1〈aPMaHb>は い うま で も
な く<ポ ケ ッ ト〉 の こ と。 ナ ラ ソ ダ語 の 〈zak>にあ た り,0<zak,dijezak>
に は 〈着 物 二作 リ着 ケ テ アル 物 入 。〉 とあ る。 た だ しcf.同 書 〈zak[…]袋 〉;
Eに 〈Pocket[…]袋。 上 ハ 着 二 付 テ アル 袋 〉。 〈股 引 田TaHbl.〉は 昔 風 の
〈半 長 ズ ボ ン〉。Hに は 〈シ タ ノ イ 袴 はかま〉 とあ って 図 が あ る(c£ 現 代 ロ シ
ア語(口 語)〈lllTaHblズボ ン〉)。、〈脚 絆qy爪H.〉 は 〈長 靴 下>6こ れ もHに
図 が あ り,〈チ ウキ 莫 大 小 裏 脚 ありゃすきゃはん〉 と あ る 。〈股 引 〉 も 〈脚 絆 〉 も,
形 状 の に て い る物 の 名 称 で あ った こ とに な る。 〈笠lll"Hna.〉は ふ つ う 〈丸 型
で つ ば の あ る帽 子 〉 を い う6Hに 〈シ リ ャ ツパ 託 笠 けおりのヵ、さ〉 とあ っ て,上
で 述 べ た よ うな 図 が 出 て い る。 〈帽 子 皿lanKa.〉は 〈防 寒 用 の つ ば の な い や
わ らか い 帽 子 〉 を い う。Hに くシ ャ プ カ 底 幅 かわずきん〉 とあ って 図 が あ る。
〈睡 帽Ko川aKち.〉 はい わ ゆ る 〈ナ イ トキ ャ ヅ プ〉。Hに くコ ッパ ー カ め りや
す 頭 巾 〉 とあ っ て 図 が あ り 〈臥 時 に の み も ち ゆ るな り〉と注 が 添 え て あ る。 〈髪
naPHKb.〉は 〈か つ ら〉 だ が,〈 嚢 〉 は 漢 字 と して は 〈み づ ら〉 の 訓 を もつ 。
〈頸 巻ironCTyK'b.〉は 〈ranCTyKb.〉と 綴 るべ き語 。 今 日で は 〈ネ ク タ イ〉
の 意 だ が,当 時 は か ざ り もか ね て 男 が 首 に ま い た くネ ヅカ チ ー フ〉。Hに 〈ガ
ウ ス ト 護 領 えりまき〉 え りま き とあ って 結 ん だ 図 が の せ て あ り,〈白 布 な り〉 と
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注 を つ け る。 な お 〈護 領 〉 の 用 字 はZに 見 え るが,訓 は 〈ウ ワエ リ〉 と あ る。
r魯語 』 の 〈頸 巻〉の 方 が 適 切 とい うべ きか 。 〈嬬 絆Py6a田Ka.」全CopogtCa.〉
だ が,前 者 は にH〈 ル バ シ カ 賎 人 の 着 る汗 杉 じゅばんな り〉 とあ って,図 に うす
手 シ ャ ツ風 の 上 着 が見 え る。 〈CopogKa>はSCRで は 〈Py6axa>のこ と と し
て い る。 す な わ ち 〈ル バ シ カ〉 に 同 じ。 〈祇nnaTOKS.〉 は,原 本 で 〈n>と
〈n>の 中 間 に 〈p>が 抹 消 され て 入 って い る。 〈171naTOK'b>は,ふつ う くス カ
ー フ〉 に あ た る 。 た だ 〈ハ ン カ チ ー フ〉 を さす こ と もあ り,た とえ ばHで は
四 つ 折 りの形 に した そ の 図を の せ 〈プ ラ ッ トヌ カ 手 巾 てぬくひ〉 と あ る。 また
本 文 に は 〈鼻 ふ き手 焼 〉 と もあ る。 な お 〈祇 〉 は ふ つ う くふ くさ〉 だ が,Zで
は この ほか に 左 に 〈フ ロ シキ 〉 の 訓 を もつ 。 〈手 巾nonOTeHqo.〉は 〈no-
」IOTeHlle>と綴 るべ き。 ふ つ う 〈手 ぬ ぐい 〉 に あ た るが,H本 文 で は 〈パ ラ テ
ソ ツ 蔽 膝 ひさかけ〉 と あ る。 〈[時計]鎖U加oqKa.〉 の ロシ ア語 は 〈小 さ な
鎖 〉 の 意 だ が,〈qaCblCbロもnoqKO}o>とい え ば 〈鎖 つ きの 時 計 〉す な わ ち ぐ懐
中 時 計 〉 の 意 で あ るか ら,こ れ に ひ きづ られ て 出 て きた 訳 語 で あ ろ う。'Hに金
の懐 中 時 計 の 図 が の って い る6〈 指 輪 玉入nePCTel{b.]金玉ナシKonbqo・」 全
KoneqKo.〉は 注 が 良 い 。 〈rIepcTeHb>は〈宝 石 を はめ こん だ指 輪 〉。 〈Konbuo>
は 一一般 の 〈指 輪 〉 で あ る。 〈KoneqKO>はくKo品ロo>の指 小 形 。Hに は 図が の
せ て あ るが,両 者 を 区 別 せず,〈 ヘ リシ ニ ヤ 戒 指 ゆびかね〉 と して い る。 〈紐 ・
帯JleHTa.〉は 〈リボ ン〉 あ るい は 〈綬 〉 に あ た る。Hで は言 語 の部 で 〈さx
へ りの如 き輻 せ ま きお りもの 〉 と して い るが,〈 風 俗 〉 の 部 で は 髪 を た ば ね て
ま く吊 と して い る。 〈婦 人 ノ服IO6Ka>は い う まで もな く 今 日の くス カ ー ト
で あ る(cf.O〈rok[…コ 上 ハ 着;Mansrok、男 ノ上 ハ 着 〉;E〈Skirt[…]着
物 ノ裾.隅.縁.界 〉)。〈[婦人 ・]羽 織CnaHqa.〉 は,原 本 に お い て は じめ
〈－ll－〉 とつ づ りこれ を 消 して く一9-〉と改 め て あ る。 これ は 〈EnaHqa>の誤 り
で あ る こ と は上 述 した 。 〈EnaHqa>は昔 風 の 〈袖 な し で長 くゆ った り した マ ン
ト〉 を い う。 〈頸 巻KOCbiHKa>は,男 は くび に 巻 き,女 は胸 に つ け る 〈三 角
巾〉 を い う。 〈耳 鏡CeprM.〉 は,SCRに 従 え ば,〈CePbPH>と綴 るべ き もの
だ が,DaPに は 〈CeprH>の形 カミの って い る。Hに は 〈セ リギ 耳 環 みNかね〉
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と して 図 が で て い る。 〈毛 払 田,eTKa.〉は 〈ブ ラ シ〉 の こ と。 た だ し,Hに
〈ボ ロダ シ チ ョ ー ツ カ 石 鹸 しゃぼんを 塗 る刷 毛 はけな り〉 と 図 が 入 って い る(cf・
現 代 語llleTKa.)。〈絹 布 田enKoBaAMaTepifi.〉の くMaTepiめは 〈TKaHb>
の 意 。 〈形 付 木 メ ンBbi6011Ka.〉は 〈Bbi60hKa>と綴 るぺ きだ が,〈 柄 お し され
た 布 地 〉 を さす 。 〈木 メ ソ〉 は 〈木 綿 〉。 〈草 綿KaTTyHi).〉はSCRに よれ ば
くKaTyH'b>と〈T>はひ とつ で綴 る。 〈モミ皮MstPKa"pyxnaAb>の〈pyx朋Aち〉
は 〈pyx朋Ab>と綴 る べ き だ が,こ こ で は 〈毛 皮 製 品 〉を さ し(C£ 現 代 語 は く古
着 〉),訳とず れ て い る。 次 の 〈[皮]MBXb.〉 の ロ シ ア語 は〈毛 皮 〉の意 で あ る 。
武 器:〈 装 束MyAHPb.〉 は 〈MyHAIiPb>と綴 るべ きで,〈H>が お ち て い
る。 〈官 服 〉 の 意 。 〈紙 筒 ハヤゴフ 皿apΦ玉.〉は 〈士 官 の つ け る 肩 帯 〉 を い うが,
訳 語 とず れ て い る(cf.フ ラ ンス 語 〈6cha叩e>)。〈ハ ヤ ゴフ〉 は 火 薬 を つ め た
紙 筒 で,今 日の 薬 奏 に あ た る。 次 項 く全 ドゥラソノ紐nepeB兄3b.〉の ロ シ ア語 も
〈肩 帯 〉 で あ る。Kの 絵 を み る と兵 士 は革 製 の下 巾 ひ ろ の 肩 帯 を つ け て い る ・
そ の う しろ に 革 製 の大 きな 〈ドウ ラ ン〉 と剣 が さ げ られ る よ うに で き て い る 。
〈ドウ ラ ソ〉 に は くハ ヤ ゴ フ〉 が 入 って い る。 〈ドウ ラ ン〉 は,い わ ゆ る 〈弾 薬
盒 〉 に あ た る 。 した が って 上 の よ うな 訳 語 が で て くる の で あ ろ う。 〈大 腰 刀
Ca6ma.〉は 〈サ ーベ ル 〉。0,Eも と もに 該 当 語 に 〈脇 差 シ〉 の 訳 が あ るが,
『魯 語 』 の 訳 の 方 が 要 を え て い る。 〈大 腰 帯nOPTyne兄.〉 は 〈剣 帯 〉 で あ る
(cfeフラ ン ス 語porte・6p6e)。〈帯 剣TecaKb.〉は,〈 歩 兵 が もつ 短 剣 〉 で あ る 。
〈藁 鐸 ッバqa田Ka.〉 は 〈剣 の つ ば 〉 で あ る が,〈 藁 葺 〉 の 用 字 はZに も見 え
る 。 〈刃BocTpee.〉はSCRで は 〈BocTpe6・OcTpe6,0cTpi6>と3様の綴
りを もつ(cf.現 代 ロ シ ア語OCTpe6,0CTpne)。元 来 〈切 尖 〉 を い うが 〈刃 〉
の 意 も もつ 。 な お 語 末 の ア ク セ ン トの あ る 〈-e>が 〈モ 〉 と現 代 語 と 同 じ表 記
に な って い る こ とに 注 意 。 〈鉄 機 ヒキガネ3aMOK'b.〉の ロ シア 語 は 元 込 め 銃 の
〈点 火 装 置 〉 を さす 。 な お 〈鉄 機 〉 はZで 〈鎮 機〉 と あ り 〈ヒキ ガ ネ〉 の 訓 を
もつ 。 〈火 鍼Co6aqKa.〉の ロシ ア語 は 現 代 語 で は 〈引 金 〉 の 意 。 た だ し こ こ
で は 旧 式 銃 ゆ え 訳 語 は 正 し い の で あ ろ う。 〈火 鍼 〉 は ふ つ う 火 縄 銃 な どで,
引 金 と連 動 し て 火 縄 を 薬 池 に た た きつ け る 装 置 を い う。 別 名 〈龍 頭 〉。 〈玉 樟
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MOMnonb.〉は 〈棚 杖 〉 な い し 〈込 矢 〉の 意 。 い わ ゆ る 〈カ ル カ〉 で あ る。 〈剣
付 筒MTblKb.〉 の ロ シ ア 語 は 〈銃 剣 〉 の 意 。 訳 語 が や や ず れ て い る 。 〈焔 硝
fiOXOPb.〉は 〈nopoxs.〉と 綴 る べ き。 〈焔 〉 は 〈焔 〉 の 俗 字 で,〈 焔 硝 〉 は
〈焔 硝 〉 で あ る。Zに 〈談 消 エソシャゥ〉 と あ る 。 い う ま で もな く<硝 石 〉 す な わ
ち 〈火 薬 〉。 〈小 銃 丸fiyn",丑po6b.〉の うち ロ シ ア語 後 者 は く散 弾 〉。 〈臼 筒
モルチ・ MopTMpa.〉は 旧式 の 〈城 砦 攻 撃 用 臼 砲 〉 を い う。0に くmortier[…コ
焼 打 ノ 時 用 ル 其 通キ大筒ナリ〉 とあ り,次 項 に く「モ ル テ ィー ル 」〉 の 語 が み え る。
〈大 銃 丸SIApo.〉は 〈球 状 の 砲 弾 〉 で あ る。 〈震 天 雷BOM60・ 〉 は 〈BOM6a>
と綴 る べ き。 一 種 の 〈爆 弾 〉 で あ る が,当 時 は 中 空 の 鉄 球 に 火 薬 を つ め た も の
ら しい 。Zに 〈震 天 雷 手ウ・クピャ〉 と み え る。 〈太 鼓Bap6aHb・〉は 〈Bapa6aHs>
と綴 るべ き も の で く－p6-〉の 間 の 〈-a-〉が 脱 落 し て い る。 〈小 銃CTBonb.〉
の ロ シ ア語 は ふ つ う 〈銃 身 〉 を い う。
武 官 及 武 備 難 名:〈 士0ΦHuep七 〉 は,い う ま で も な く<士 官 〉。 〈軍 将
reHepans.〉は 〈将 官 〉 に相 当 。 〈隊 長nonKOBHMKb.〉の ロシ ア 語 は 〈陸 軍
大 佐 〉 に あ た り,よ く<連 隊 長 〉 を い う。 〈副 長1]O丑flonKOBHKK5.〉の ロシ
ア 語 は 〈陸 軍 中 佐 〉。 〈首 長KannTaHb.〉 の ロ シ ア 語 は 〈陸 軍 歩 兵 大 尉 〉 あ る
い は 海 軍 の 〈佐 官 〉 もい う。 〈騎 馬 ノ甲 ヒタ ソPOTMHCTPb.〉は ま さ に 〈騎 兵
大 尉 〉。 〈3CKaAPOHち〉(後 述)の 長 で あ った 。 〈場 所 預 役fiopyTqHKb.〉の ロ
シ ア 語 は 〈陸 軍 中 尉 〉に 相 当 す る(cf.現代 ロ シ ア 語 の綴 り:nopyqHK.)。〈場 所
預 下 役neAnepyTqHKb.〉の ロ シ ア 語 は 〈陸 軍 少 尉 〉に 相 当 す る。SCRで は,
〈nopyTqHKb>の語 は 〈q>の前 に 〈T>を綴 る が,こ の 場 合 は 〈1"lopnopyqHK'b>
と し,〈T>を 綴 らず,現 代 ロ シ ア 語 の 綴 りに 近 い 。 た だ しr魯 語 』 は 〈T>を
綴 る。 な お くnopygHK>は淵 源 を た どれ ば ラ テ ン語 の 〈場 所 を 保 持 す る者 〉 の
意 とVasmer30etある。 語 源 を 知 って の 訳 語 で あ ろ うか 。 〈番 頭BaxMHcTps.〉
のPシ ア 語 は 〈騎 兵 曹 長 〉 に 相 当 。 〈番 兵 長Konpanb.〉 は くKanpanb>と綴
る べ き だ が,〈 伍 長 〉 に 相 当す る。 〈番 兵qacaBOM.〉 は 〈LlaCOBoil>と綴 る
べ き 。 〈鼓 役Ba6aH[LIIvaK・b.〉は くBapa6aHmvaKs>と綴 る べ きで,〈 つa-〉 が
お ち て い る 。 〈騎 士KOHHHua.」 全1〈aBanepifi.〉のnシ ア語 は と もに く騎 兵
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墜 〉 を い う。 〈鉄 包 役MymKaTepb・〉 は 〈IVSymKeTepb>と綴 る べ きで(cf・
現 代 語MymKeT6P),元 来 〈MYIUKeTl)(マス ケ ヅ ト銃)を もつ 者 〉 の 意 。 〈柘
榴 丸 役rpaHaAePb.〉は い わ ば 〈榴 弾 兵 〉 で あ る。 〈大 砲 役'ny田KaPb.〉は
当 時 す で に 古 い 語 で あ った よ うで,ふ っ う 〈APTHnnePHCTI)〉を 用 い る。
〈隊APMiH・〉 の ロ シ ア語 は 〈軍 ・陸 軍 〉 で あ る。 〈軍 勢BoniKO・〉 は 前 述 の
よ うに 〈BotiCKO>の誤 写 と考 え られ る が ・ 〈戦 闘 部 隊 〉 を い う。 ≦本 陣 。隊
no爪 上.〉の ロシ ア語 は く連 隊 〉 に あtgる。 〈一 組 ノ歩 兵POTa.〉 に は 〈五 十
人 ヲ一 口 一 夕 ト云 十 二 ロー タ ヲー ポ ル ク ト云 〉 とい う'注カミ付 され て あ って,興
味 ぶ か い 。 〈POTa>は〈中 隊 〉に あ た る 。 〈一 組 ノ騎 兵 ∂CKaJKPOH'b.〉に も 同 様
の 注 く百 五 十 騎 ヲー[エ ス カ ドロ ソ]ト 云 〉 が あ る。Tatischevの〈Escadron>
に くECKaAPOHb>とあ り,〈騎 兵 連 隊 のt部 〉 とあ るか ら,〈 騎 兵 大 隊 〉 位 に あ
た るか 。 〈先 陣 ΦpyHTrb.〉は ふ つ う 〈ΦPOHT'b>と綴 り,〈 前 線 〉 の意 。 〈列
PHAb.〉は く列 ・隊 伍〉。 〈並 並lepeHra.〉の ロシ ア 語 は 〈横 隊 〉 で あ る。 〈隊
OTpHA'b.一群 ノ軍 勢 」 全AeTa田eMeHT'b・〉 の 後 者 ロシ ア 語 はSCRな ど に は
見 出 し語 と して の って い な い 。 た だ,Tatischevには 〈D6tachement>の項 に
くneTameMeHTb>とあ るか ら,こ の辞 典 か ら採 られ た もの で あ ろ うか 。 こ の 語
は 〈分遣 隊 な い し隊 〉 を い うとあ る 。 〈警 固KOHBOU>は 〈KOHBoH>で,〈警
護 隊 〉 を い う。 〈休 兵 ヲ置 所narePb・〉 は 〈narePb>と綴 る べ きで,〈 陣 営 〉
を い う。 〈兵 狼 車0603b.〉 は 〈輻 重 隊〉。<雑 具 車 Φypa>は 〈軸 重 車 〉。 〈焔
硝 車"opaxoBouAll.LliK'b.〉は 〈nopoxoB砿AvallKb>と綴 るべ き で,〈 弾 薬
車 〉。.〈兵 糧AMyHvauifi.〉のPtシア語 は 兵 士 の 〈装 具 〉 を い う。〈幕nonaTKa・〉
は くnanaTKa>と綴 る べ き で 〈天 幕 ・テ ン ト〉。Hに 図 が 載 って い る。・〈園 幕
田aTePb.〉も同義 。 〈砲 台BaTanin.〉の ロシ ア 語 は 〈戦 闘 〉 .の意 で,訳 と こ
とな る 。〈砲 台 〉 は 〈BaTapeH>ゆえ,混 同 した も の か 。 〈背 地no6ieHie・」 全
nopa>KeHiq.〉の 〈背 地 〉 は,〈 背 馳 〉の 俗 用 字 か 。 前 者 の ロ'シア語 は〈多 数 殺 す
こ と〉 あ るい は 〈皆 殺 し〉 を い う。 後 者 の そ れ は 〈敗 北 ・敗 退 〉で あ る。 〈取 囲
OcaAa.〉は,〈 包 囲〉。 〈推 寄nPHCTynb.〉は 〈進 撃 ・突 撃 〉 で あ る。'〈進no・
xoAb.〉は く進 軍〉。 〈斥CMoTpb.〉は ふ つ う 〈閲 兵 〉。 く朝 ガヶ.yTpeHHafi
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30pfl・」 夜 ウチBeqepHHA30pH・〉 は,す で に 指 摘 さ れ て い る よ うに,と もに
訳 が 誤 って い る。 前 者 ロ シ ア語 は 〈yTpeHH朋3aPfi>と綴 る べ きで,〈 朝 焼 け〉
の こ と 。後 者 の そ れ は 〈BeqePH朋3ap兄〉 で 〈夕焼 け 〉 で あ る 。い ず れ に せ よ,
こ の分 類 に 入 れ る こ と は 不 適 当 で あ る。 〈滞 陣nOCTOH.〉 は くrlOCTO齢で
宿 営 〉 の こ と。
こ この 分 類 下 に あ る語 彙 は い わ ば 西 欧 の 軍 用 語 で あ って,当 時 日本 に 相 当 す
る 語 が 存 在 しな か った か ら,訳 語 に か な りの 苦 心 を 強 い られ た よ うで あ る。 ま
た,他 面,'ロ シ ア の 軍 用 語 を 意 図 的 に 採 集 した と も考 え られ る 。
馬 類 及 馬 具:〈 豹>Kepe6eqb.〉の ロシ ア語 は 〈雄 馬 ・種 馬 〉 の 意 。 〈豹 〉 は
〈駒 〉 か 。 そ うで あ れ ば 〈額 の 白 い 馬 〉だ が,〈 駿 馬 〉を も言 うか ら,後 者 の 意 で
用 い て い る の か 。 〈ノ リBepyii'b.〉は くB'1}ryHS>と綴 る べ きで,〈 ト ロ ッ ト〉
〈トロ ッ トで 走 る 馬 〉 さ らに 〈駿 馬 〉 を い う。 〈カ ケPblcaKb.〉の ロシ ア語 は
〈ギ ャ ロ ッ プで 走 る馬 〉 を い う。 〈馬 を 早 駆 け させ る こ と〉 を 〈か け あ し〉,略
し て 〈か け 〉 と 言 う こ とが 辞 典 に で て い る か ら,〈 の り〉 も 〈の りあ し〉 とい
う語 が あ る の か も しれ な い 。 〈乗 馬BepxOBafinomaAb・〉 の ロ シ ア 語 は 〈乗 用
馬 〉の 意 。 〈小 ニダ馬KapeTHaH[no田aAb].〉'はく荷 馬 車 馬 〉。 〈糧 車 引 馬0603-
HaH[nollＬaAb],naMoBafi[nouraAb].〉の 訳 語 は く輻 重 車 を 曳 く馬 〉 の 意 で あ
ろ うが,ロ シ ア 語 は と もに 〈競 馬 〉。'〈JlaMoBafi>は〈noMoBas>と綴 る べ き。
〈良馬CMHpHa兄[nomaAb]〉 の 〈CMMpHafl>は〈お と な し い 〉 の 意 。 〈叢
K坪Ba.〉は 〈FPHBa>の誤 りで あ る こ と は 上 述 した 。 〈〃 ワ馬 勒MylJ-iTYKCb.〉
の ロ シ ア 語 は 〈MyHAIIITyKb>とも綴 る 。 〈は み 〉 で あ る(cf.ドイ ツ語Mund-
sttick.)。〈当胸 ムナガイHarPltHHK'b.〉は 肝'心の ア ク セ ン トを 有 す る く－y-〉が 脱
け お ち て お り,〈HarpyAfmKs>と綴 る べ きで あ る 。 〈む な が い 〉 を 〈当胸 〉 と
す る 用 字 法 はZに み え る。 た だ し,こ の馬 具 の 実 体 は,彼 我 で や や こ とな って
い る よ うで あ る。 〈踏 鐙 ア六CTpeMfl.〉の 訳 語 の用 字 法 もZに み え る 。<汗 展
キッツヶqenpaKb.〉はSCRに}ま 見 出 し 語 に な い が,Dal'に は 記 載 され て あ
って,語 源 を 反 映 す る 〈llanpaK2)〉とい う綴 り もあ る よ うだ 。 訳 語 の 用 字 法 は
そ の ま まZに み え る。 〈当 胸 之 針L口nOPbl.〉'の肩 シ ア 語 は 〈拍 車:山nopa>の
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複 数 形 。.Eに 〈Spur[…]牛馬 ヲ制 ス ル 為 メ ニ用 フル 針 〉 と,こ こで も 〈針 〉
の 語 が で て,くる。 〈鞍 輪ApqaKS.〉 の<く らわ 〉 は<く らぽ ね 〉 に 同 じ。
獣 類:〈 角 獣CKOTb.」 全CKOTHHa.〉の ロ シ ア 語 は と もに く家 畜〉 の 意 。
〈小 牛TeflHaKb.〉は 〈TeAeHoKl)〉と 有 ア ク・セ ン トの くe>が お ち て い る。
〈水 牛ByHBanb.〉 は 〈By抽o池 〉 と綴 るべ き。 〈牝 牛1〈poBa,Kop6Ba・〉 の
ロ シ ア語 前 者 〈K>と 〈P>の 中 間 に 〈=〉 とあ り,脱 落 を 意 識 して い た よ う
で あ り,そ の 結 果 〈KOPOBa>なる訂 正 が な され た の で あ ろ う。 た だ し,〈Ko-
POBa>には 〈KpaBa>なる 教 会 ス ラ ヴ語 形 が あ る か ら,ロ シ ア語 前 者 は こ の 語
を 綴 ろ うと した 可 能 性 が あ る。 〈牡 猫KOIII'b.〉は も と よ り 〈KOTb>の誤 り。
る
〈鼠Mbica,KPbica.〉の ロ シ ア語 前 者 は 〈Mblmb>の誤 り。 〈野 獣 丑vaKOH
3Bbpb.〉は 〈,ZIHKova3昨pb>と綴 るべ き。 〈狼Ko瓜 田・〉 は 〈BonK'b>の誤 り
で あ る こ と はす で に 述 べ た 。 〈狸Bapcyrb・〉 は 〈BapcyKb>と綴 る べ きで,
〈ア ナ グマ 〉 を さす 。 〈兎3aells.〉は 〈3aHqs>の綴 りが 正 しい が,発 音 を 反
映tた とみ られ る 〈3aeUb>の綴 り もDal'?tはの せ て あ る。 〈白 兎KnonHK'b.〉
は 〈Kpo刀H陥〉 とあ るべ き で 〈n/p>の混 同 の 例 。 ロシ ア語 は 〈家 ウサ ギ 〉 の
意 。 〈猿06e3bfiHa.〉は 現 代 語 の綴 りと合 致 す る が,SCRで は 〈06e3bfiHa>
と綴 って い る。 〈半球 之 口Pbmo.〉 の ロ シ ア 語 は動 物 と くに 豚 の 〈鼻 面 〉 を い
う。 〈犬 馬 之 蹄Mop丑a.〉 の ロ シ ア語 も動 物 の 〈鼻 面 〉 を い う。
魚 類:〈 競Mop>KS.〉 の ロ シ ア 語 は 〈セ イ ウ チ〉。 〈鯉MyKa>の ロ シ ア語
は よ く<川 か ます 〉 と 訳 さ れ る も ので,英 語 の 〈pike>にあ た る。 〈コノシ。際
Cenb且b.〉の 〈籐 〉 字 の 芳 に は くうか ん む り〉 が 原 本 で は 書 か れ て い るが,俗
字 か 。 た だ し 〈CenbAb>はくに し ん 〉 に 近 い 魚 。 〈海 月HanUMb.〉 の ロ シ ア
語 は 〈か れ め ん た い 〉(cf.英語burbot)。〈海 月〉 はふ つ う くく らげ 〉 と よ む
か ら,そ うで あ れ ば 誤 り とな る。 〈白 魚B'tSnaAPb16Mqa・〉 は 訳 語 は 直 訳 と思
わ れ る が,ロ シ ア 語 は くさ け ・ま す 〉 類 の 一 種 ら し い 。 〈鮒OKyH'b.〉は
〈OKyHb>と綴 る べ き。 くす ず き〉 に 近 い 魚 で,英 語 の 〈perch>にあ た る とい う。
淡 水r海 水産 と もに い う よ うで あ る。Kの 巻 七 に,バ イ カ ル 湖 に 多 数 産 す る
〈イ シ モ チ 〉 に 似 た 魚 と して,〈 オ ・ク ニ ヨ〉 と し る して い る。 〈鰭?Ka6Pbi.〉
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の ロ シ ア語 は 〈え ら〉で あ る。 〈膀 光ny3bヨPb.〉の ロ シ ア語 は こ の 場 合 〈う き
袋 〉 を さす 。 〈貝 ・PaKaBHHa.〉'は〈PaKOBHHa>と綴 るべ き で 〈貝 殻 〉'をい う。
虫 類:〈 蜂 堂yJleH.〉は 〈y』e口〉 と綴 り,木 の うろ な どを 利 用 した 〈養 蜂
用 の 巣 〉 を い う。 〈蚊1〈oMbp笛.〉は 〈KOMaPb>と綴 るべ き。 〈蛛 網nayum・
Ha.〉'は〈nayTllHa>の誤 り(前 述)。 〈風Bo田b,BmH.〉 で は,複 数 〈BmH>
が あ げ られ て い る。 〈虫Monh.〉 の ロシ ア語 は 〈しみ 〉 な どの類 を い う。
鳥 類1〈fi'i}Tyx'b雄鶏 〉 は,ロ シ ア 語 ・日本 語 の 順 に な って い て,編 集 以
前 の 事 情 を 物 語 る か の よ うで あ る。 〈ヵ ラ ク ンldH,1(evaCKez船Tyx田.〉は
〈14HAeticKithnもTyx玉〉 と綴 る べ きで,上 述 の通 り,日 本 語 ・ロシ ア 語 と もに
〈七 面 鳥 〉 を さす 。 〈雁 ・FyCb.〉の ロ シ ア 語 は は じめ 〈Fy田b>、と綴 られ,〈m>
が 抹 消 され て そ の上 に 〈c>が書 か れ て い る。 こ の編 者 の くm/c>混同 の 一 例
で あ る 。 〈1粛鳥3fi6nnqa.〉の ロ シ ア 語 は 〈あ と り〉 の 雌 。 〈雄BOAOHb.」 雌
BOAOi{a.〉の ロ シア 語 は こ の ま'まの 綴 りで は 出 て こず,ま し て 訳 語 と の 関 係 で
もみ あ た ら な い 。 お そ ら く<BOPOI{b.[わた りが らす]〉 と くBOPOHa[から
す]〉 の 誤 写 で は な か ろ うか 。 語 尾 の く－Hb/-Ha>の関 係 か ら 〈雄/雌 〉 の 訳 語
が で て きた の で は な い か 。 〈鵠COJIOKa.〉は 〈COPOKa>の誤 り。
人 体:〈 預 血rqe,J"IMU6,n麺q§.〉の さい こ の ロ シ ア 語 は,後 の 書 き込 み だ
ろ う。 〈JIHPUe.〉は くnHge>ある い は 〈JIHqe>の誤 りで は な い か 。 〈齪 刀εcHa)
は 〈,[EeCH4>ゆえ,〈-e-〉の 綴 りは おか しい の で は な い か 。 た だ 複 数.〈疋CHbl>
とな るか ら,こ れ と の混 同 が あ るか も しれ な い 。 〈願q6mocTb.〉 の ロ シ ア語
は 〈顎[骨]〉 を い い,上 下 と もに い うが,ふ つ うは 〈下 あ ご〉を さす 。 〈頭 〉は
〈下 あ ご〉'のみ を い う。 〈シタヒヶ髭yCbl.〉のPシ ア語 は ふ つ う 〈口 ひ げ〉。 〈下
・ひ げ〉 は 〈あ ごひ げ 〉 ゆ え ,や や ちが う。 〈腕nOKOTb.〉 の ロ シ ア 語 は 〈肘 〉
を い う。 〈指n6Aelli),Haneqbi.〉の ロ シ ア語 後 者 は 複数 形 だ が,〈nan斑H>
と綴 るべ き。 〈爪HorOTb,HorTbi.〉の ロシ ア語 後 者 は 複 数 形 だ が,〈HOrTM>
と綴 るべ き。 〈腰JI兄ABe兄.〉の ロ シ ア 語 は 〈大 腿 〉 を い う。 〈股JI兄mKa.〉の
ロ シ ア語 も 〈大 腿 〉を い い,か つ 現 代 語 と綴 りが こ とな る(cf.,nfl>KKa)。〈Cyxa兄
温Ma.〉 に は 訳 語 を 欠 く。Tatischevには 〈Nerf>の訳 語 と し=(上って い るが,
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ふ る くは 〈腱 〉 もい った よ うで あ り,こ こ で は お そ ら くそ の意 味 で あ ろ う(前
述)。 〈躁 クワプシJIOAb!IUKa.〉は 〈JIOAbl>KKa>と綴 るべ き。 〈ク ワブ シ〉 は 〈ク
ロ ブ シ〉 で あ ろ う(前述)。 〈足 指nanqbl>は 〈nanbUbl.〉と綴 るべ きで くrla・
neUb[手 ・足 の指]〉 の 複数 。 〈神 経CTaHOBafi.」全HePBb.〉 の 前 者 の ロ
シ ア語 は くCTaHoB朋>K期a>で,〈脊 髄 〉 を い う。 〈筋MycKnb.〉 は くMy.
CKYJI'b>と綴 るべ きで 後 の 〈-y-〉が お ち て い る。 〈駄fiynCb.〉も 〈HynbCb>
と綴 るべ き。 〈肝1]eqeHKa.〉はSCRで は 〈HeqeHb[肝臓]〉 の 指 小 形 と し
か で て い な い が,現 代 語 の 〈ne哺HKa>はふ つ う 〈食 用 の 肝 臓 〉 を い う。 〈膿
?Kengb.〉の ロ シア 語 は 〈胆汁 〉 を い う。 〈脾CeAex(eHKa.〉は 〈CeJle3eHKa>
ト
と綴 る べ き(c£ 現 代 語ceJle3eHKa)。〈膀 胱fly3blPb.〉の ロ シ ア語 は 〈Mo・
qeB戚ny3blPb>をい って い る と 思 わ れ る。 〈ny3biPb>はふ つ う 動 物 体 内 の
〈嚢 〉 一 般 を さす 。 〈唾CmOHa,CnKIIKa.〉の ロ シア 語 前 者 は くCJIvaHa>に同
じ。 〈CJIHHKa>は〈CnroHKa>とも綴 る 。 〈小 便Mora.〉 は 〈Moqa>の 誤 写
(前述)。
性 情:〈 気 丑yxs.〉の ロ シ ア語 は 〈精 神 〉 の 意 。 つ い で 三 位 一 体 の 〈聖 霊 〉
の 意 で あ る 。 〈意yMb.〉 の ロ シ ア語 は 〈智 〉 の 意 。 ζ志 智Pa3yM五 〉 の ロシ
ア 語 は 〈理 性 〉。 〈欲BonH.〉 の ロシ ア 語 は 〈意 志 ・意 欲 〉の意 。 〈思Mbicnb.〉
の ロシ ア語 は 〈思 惟 〉。 〈慮ntiMfiTb.記臆[マ マ]〉で は,〈 記 臆 〉 は 後 の 書
き込 み と思 わ れ る が,こ の方 が ロ シア 語 に 合 致 す る。 〈会 得Boo6pa)KeHie・〉
の ロシ ア 語 は 〈想 像 力〉。 〈驚CTapaXb.〉は 〈CTpax'6>と綴 る べ き で,〈 恐
怖 〉 の 意 。 こ の例 は 母 音 を は さ み 込 ん で し ま った 場 合 で あ る。 〈妄 乱OTqafl-
Hie.〉の ロ シ ア語 は く絶 望 〉 の 意 。 〈愁Pa3KafiHie>は〈PacKa畑e>と綴 る
べ きで,〈 後 悔 〉 の 意 。 〈愛nro60BS.〉は 語 末 は 〈-Bb>と綴 る べ き。 〈恨3a・
BHcTb.〉は 〈羨 み ・ね た み 〉の意 。 〈不 仁Be3}KaJlocTb、〉 は 〈Be3}KaJlocTHocTb>
の誤 りと 思 わ れ る が,そ うで あ れ ば く無 慈 悲 〉 の 意 。 〈善BnaroqecTb.〉は
〈BnarogecTie.〉と 綴 る べ きで,〈 敬 震 〉 の 意 。 あ るい は<BAarogecTbe>と
綴 る 可 能 性 もあ る 。 い ず れ に せ よ,語 末 の脱 落 と思 わ れ る。 〈悪Be360》i〈ie.〉
は 〈無 神 論 〉 の意 。 次 の 〈3JIOCTb.〉に は 訳 語 が 欠 け て い るが,む ろ ん.〈悪 〉
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の 意 。 元 来 〈Be360>Kie>に訳 語 が 欠 け て い て,〈3nOCTb.〉に く悪 〉の訳 が 添 え
られ て い た 可 能 性 もあ る 。〈怒3HもB七,CePAue.〉の ロシ ア語 の 前 者 は 〈FHbBb>
の 誤 りで あ る(前 述)。 〈CePAqe>には 〈怒 り〉 の 意 もあ る こ と は周 知 で あ る 。
〈仇MmeHie.〉 は 〈復 讐 〉 の 意 。 〈篤 実CKPOMHOCTb.〉は 〈遠 慮 ・謙 遜 〉。
〈謙 遜CMHpeHHoMy,qpie.〉は2語 の よ うに 綴 って あ るが1語 で あ り,〈賢 明
で 謙 遜 な こ と〉 を い う。 〈温 順KnoTocTb.〉は 〈KpoTocTb>の誤 り。
疾 病:〈 熱JlllxopaAKa.〉は 〈熱 病 〉 の 意 。 〈大 熱rop兄qKa.〉も 〈熱 病 〉
の 意 。 〈痔noqeqUH.〉は くHoqeqy6>の誤 り。 ま た く全reMopo願b.〉 も
〈「eMopoHAbl>の誤 り(前 述)。 これ に は 〈reMopoth>の綴 りもあ る(cf.現代
語1,reMoppofi)。〈衰 弱06MopoK'b.〉は く失 神 〉 の 意 。 〈活 法CpeAcTBo.〉の
ロ シ ア語 は こ こ で は 〈薬 剤 〉 の 意 と と る べ きか 。 〈CpeACTBO>には 第1に 〈手
段 〉 の意 が あ るか ら,〈活 法 〉 な る訳 語 もで て くる の で あ ろ うか 。
親 族1〈 男IVIyiUllHa.〉は 〈My>KqHHa>と綴 るべ き。 お そ ら く 発 音 に ひか
れ て の 表 記 と 思 わ れ る。Dal'は 〈MymHHa>の綴 り も のせ て い る。 〈幼 女
ノ1七BKa.〉の ロ シア 語 は,次 の 〈処 女 丑もBHua.〉の 俗 語 とあ る。 〈父 君BA-
TrOlilKa.〉は 敬 愛 を こ めた 〈父 親 〉 の 呼 び 名 ゆ え,〈 父 君 〉.はよ くそ れ を 伝 え て
い る。 〈母 君MaTyUＬKa.〉も同 様 で あ る。
人 品:〈 王Kopo刀b.〉 の 〈つ 一〉 は,は じめ く－n-〉を 書 い た ら し く・ の ち
む りに 〈-p-〉に 訂 正 して あ る。 〈文 官 ノ人Fpa>KAaHHHS.〉の ロ シ ア 語 は 元
来 〈都 市 の 住 人 〉 を,つ い で 〈世 襲 名 誉 市 民 〉 を い った 。 次 の 〈全M加1a・
HMH'b.〉もい わ ば 〈町 人 〉 に あ た る。 〈農 民KpeCTb朋HHb・」 支 配 ノ農 民My・
>KllK'b.〉で は,Uシ ア語 は前 者 は 〈農 民 〉,後 者 は 〈百 姓 〉 の語 に あ た る。 も し
〈支 配 ノ〉 を 〈農 奴 と して の 〉 の 意 と解 す れ ば,辞 書 的 に は む しろ 〈KpeCTb兄・
HHHb>にそ の 意 が 強 い と み る べ きで あ るが,実 際 は ちが って い た の で あ ろ う
か 。 〈政 家CYAbf.〉 は 〈CyAi兄〉 と も綴 り,〈 裁 判 官 〉 の 意 。 〈政 家 〉 は 〈政
治 家 〉。 〈書 記1'IOAbfigeH.〉は 〈nOAbAqiti>と綴 るべ きで,〈 下 級 役 人〉を い
う。 〈政 家.属 吏np"CTa・b.〉は こ こ で は 〈執 達 吏 〉 を い うか ・ 〈[臣僕]qe-
VIOB'i}Krb.〉の ロ シ ア語 は い うま で もな く<人 〉 で あ るが,〈 召 使 い 〉 の意 も あ
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った 。 〈[髭剃 者]'Bpano6peH.〉は 〈Bpa丑06p舗〉 と綴 るべ き。 〈笠 匠 山 朋 ・
noinHHK5:〉は 〈IIInAnogHUKS>と綴 る べ き。 発 音 に ひか れ た 綴 りで あ ろ う。
〈帽 子 職 人 〉 の 意 で,<笠>L}'gつい て は 服 飾 の 項 で の べ た 。 〈サ ポ ン師Mblpo・
BaPb・〉 は 〈MbJJioBaP'b'>L'の誤 りρ 次 〈サ ポ ソ ・iMbmo・〉 は 正 し く 綴 って い
る。.〈料 理 師TpaKTHp血 、HKb.〉の ロ シ ア語 は.〈飲 食 も させ る 安 宿 の 主 〉 を い
う。 当 然 料 理 もす る で あ ろ うか ら,こ の よ うな 訳 が で て.ぐる の だ ろ う。 〈番 頭
ByxaATep'b・〉 は くByxraATepb>(cf.ドィ、ツ語.Buchhalter)'の誤 りで;〈 会 計
係 〉'の意 。 〈手 代RPMKaUHi〈T・,〉は.〈指 図 を す る人 〉 の 意 。.〈家 僕qe"OBbKb,
c刀yra.〉は 〈臣僕 〉 に 同 じ ロ シ ア 語 が で て ㌧ る。 .、
文 書:〈 一 中占9丑eCTh.〉,.・Pシア で は24枚 か らな る。<一 束CTonfl>は
〈CTona>と綴 るべ きで,い わ ゆ る 〈一 連 〉,480枚か らな る。 〈四 ッ切 りqeT-'
BepTKa.〉は 〈四 折 り判 の紙>6〈全nucToqtaK1).〉ば 〈'J'lvacToqeK'b>と.綴るべ
きだ が,.辞典 に は 〈nHCTOKb>の指 小 形 とい うの み で;〈qeTBePTKa>を言 う こ
とで は て い な い 。 〈nHCTOK5>がし ば し}ま〈小 冊 子 〉 を い うこ とか ら,そ の大
き さ の 紙 よ り も さ らに 小 さ い 紙 を い うので あ ろ うか 。 〈筆nepo.〉 〈墨qep-
HHJIo.〉は と もにHに 説 明 と 図 が 載 って い る。 い うまで もな く,前 者 は 〈ペ
ソ〉,後 者 は 〈イ ン ク〉 で あ る。 〈[墨]'9ePHMnbl:〉の ロ シア 語 は 〈qePH瑚a>
と同 じ く用 い られ た 複 数 形 で あ る。 〈切 筆 刀nepoqHHHovaHO}KvaK'b.〉はHに
い う く聞 筆 刀 子 〉で,〈 鷲 ペ ソを けず る ナ イ フ〉で あ る。 〈封 印 ノ蠣Cypryqb.〉
は い わ ゆ る 〈封 蝋 〉。 〈乾 枯06naTKa.〉は ふ つ う 〈試 織 紙 〉 を い うが,こ こ で
は 同 じ 役 目 を はた す 平 た くて 丸 、～も の ら しい 。 〈量 器qePHHnHqa.〉は 〈Ller
PHMnbHHqa>の誤 りで,〈 イ ン クつ ぼ〉。Hに 図 も 載 って い る が,〈 チ ェ リニ イ
カ チ1?ニィ ツ ァ 星 斗 すみっぽ〉.と言 語 の 部 に あ る。 〈砂"eCOKI).〉は,イ ン
クの しみ を 防 ぐた め に ま き ち らす 。 そ れ を 入 れ る容 器 が 〈砂 器necomHMua>
で あ る。、た だ し 〈1"lecoqHHua>と綴 るぺ き。 〈書 簡nHCbMO.〉 の 『シ ア語 綴'
り'は現 代 語 と 同 じで あ るが ・ 馬 場 らが み たTatischevでは 〈nvaCM9>とく－b-〉
を お と して 綴 る。 .':、.,・
、金 銀 及 度 量:〈 錫OpOB(1.〉は 〈OJIOBO>の誤 り。 〈p加〉 の混 同 の 一ー !・例 。 〈銀
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銭 ノ名Taneps,rPOTS・〉 に お い て,ロ シ ア語 後 者 は くrpOHＬs>の誤 り。
〈Taneps>はドイ ツの 旧 銀 貨 。<Fpourb>は光 太 夫 在 露 当 時2コ ペ イ カを い う
貨 幣 単 位 で あ り,そ の 価 格 を 有 す る銅 貨 で あ った 。(r魯語 』 本 文 末16ナ の鉛 筆
書 き込 み を 想 起 せ よ)。 た だ,こ こ で は と も に 銀 鏡 の 名 と して あ げ て あ るか ら,
〈rpomb>も昔 の ドイ ツ ・フ ラ ン ス な どの グ ロ ッ シ ェ ン銀 貨 を さす のか も し れ
な い(cf,ドイ ツ語Groschen)。〈尺 ノ名JloKoTb,ap山HHち・〉 で は,と もに 長
さ の単 位 で あ るが,元 来 〈JIOKOTb>は〈肘 の長 さ〉 か らきた 単 位 で,光 太 夫
在 露 当 時 は公 式 に は 用 い られ て い な か づた と 思 わ れ る。 た だ,SCRで は 〈肘
か ら中 指 まで の 長 さで,約14ヴ ェル シ ョ.一ク〉 と して い る。 ロ シ ア の 度 量 衡 は
煩 雑 を きわ め,、時 代 と場 所 に よ って こ とな るか ら,単 純 に 計 算 で きな い が,約
60cmとい う と ころ か 。<apl11HH'b>は約71cm。Hの 巻 六 に 〈壱 尺 は 皇 朝 の 曲 尺
二 尺 三 寸 六 分 に あ た る 。〉 と し て い るか ら,・だ い た い 同 、じ とみ て よい。 〈斤 首蘇
銭 ΦYHTb.〉は重 さ の 単 位 で,.SCRに よれ ば 〈32ロー トあ る い は96ゾ ロー ト
ニ ク〉 とあ る。Hに 〈百 匁 を プ ソ トと云 皇 朝 の 百 二 匁 五 分 位 に あ た る"e>と
あ る。 よ って,大 ざ っぱ に い っ て400gほ どか 。
国 名:〈 独 逸 都H全Me叩,.〉 の ロ シ ア 語 は くドイ ツ人〉。 〈魯 西 亜PyCKOH.〉
の ロ シ ア語 も くロシ ア 人 〉(viz・DaP〈PycKon>)。〈仏 郎 西(PpaHuy3'b.〉も
くフ ラ ン ス 人 〉。 〈トィ ツ人[ママ]HもMe耶H.〉 は 〈HiSMeqKiPt>と綴 る べ きで,
あ るい は 誤 写 と も 考 え られ るが,い ず れ に せ よ 〈ドイ ツ の 〉 とい う 形 容 詞 。
〈ロ シ ア人PoccifiHHHtb.>35)は今 日で は 珍 しい 語 を 書 き とめ て い る 。〈フ ラ ンス
人 ΦpaHロy3K砿〉 は 〈フ ラ ン ス の 〉 とい う形 容 詞 。<H'iiMeUKiti,ΦpaHuy3Ki6>
を 〈ドイ ツ人,フ ラ ン ス 人 〉 と解 す る の は 〈PyCCKith>が形 容 詞 か ら 派 生 して
〈ロ シ ア人 〉 な る 名 詞 と して 用 い られ る こ と と関 連 す るで あ ろ う。
20.以 下分類が品詞別にな るので,節 を改める。
属名辞:〈属 名辞〉 はい う まで もな く<形 容詞〉を さす。 名詞に付 くことば
の謂 いであ る。 この分類の もとでは,次 のことが特徴的である。① 長語尾 ・.
男性形の末尾 〈・-ti>をほ とん どの場合 く－li>・と綴 ってい る。② 他で出て きた
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男 性 有 ア ク セ ン ト語 尾 〈-oA>36)がみ られ な い 。 ③ ご くま れ に 長 語 尾 ・女 性 形,
中性形を示す場合がある。④ 不徹底ながら,いわゆる出没母音のあらわれる
短 語 尾 ・男性 形 を か っ こ を付 して 示 す 。
次 に 問 題 の あ る語 だ け を と りあ げ る。 上 記 ① に つ い て は い ち い ち指 摘 しな い
ご と とす る。 〈好 キnpi"THbl".〉の 〈好 キ〉 は 〈よ き〉 と読 む の で あ ろ う,P
シ ア語 は 〈愉 快 な 〉 の 意 。 〈マ ヅ キB'i)丑Hbln.〉の 〈マ ヅ キ〉 は 〈マ ヅ シ キ〉
め 誤 りで あ ろ う。 そ うで あ れ ば ロジ ァ 語 の意 味 と合 致 す る。 〈善 キ 比較ノJly-
qmiH.〉の く比 較 ノ〉 に つ い て は,第12節 参 照 。 〈青 キBn'13AHblH.」紺 色 ナ、・
CnHiM.」浅 黄 ノrony6bm.〉はす べ て 色 に つ い て の 語 だ が,第1の 語 は 元 来 顔
色 な どの 青 白 い こ とを い う形 容 詞 。 〈CHH崩〉は や や 深 み め あ る青,〈Fony60M>
は あ か る い 青 を い うか ら,訳 語 と ほ ぼ 合 致 す る。 〈鳶 色 ナ、・rBO3畑qHblH.〉
は ロシ ア 語 が 〈丁 子 色 の〉 で あ るか ら,訳 語 と ほ ぼ 同 じ,す な わ ち 〈茶 褐 色 〉。
〈薄 キ 「PYfiblu.〉の ロ シ ア語 は,訳 語 か ら 勘 案 す れ ば 〈Fpy6bl目〉 で は な い
か 。 そ うで あ れ ぽ く粗 い 〉 の 意 。 た だ し こ の 語 は 右 欄 に 〈疎 ナル 密ノ対rpy-
6blH.〉と再 び 出 て くる。 〈堅 キKP七hKiH.〉 も9オ 左 欄 に く強 キKpもnKiH,
(Kp'BfioK'b.)〉と再 出 す る。 〈強 キ剛TBePAblu・硬 堅 〉 の く硬 堅 〉 は 後 の 書 き
入 れ と思 わ れ るが,こ の方 が 訳 語 と し て 良 い 。・〈嬉 キPaA'i)ia,o.〉に つ い て は
す で た 述 べ た 。 〈疎 ナル 密ノ対rpy6bm.〉 の 〈-p-〉は,は じめ 〈-n-〉が 書 か
れ て い た が,そ れ を 無 理 に 訂 正 して い る 。 〈[大ナ,・]Bo刀bii.llin.〉は くBonb・
山i口〉 の 誤 り。 〈熱 キ)KapKiH,(>KaPK工)〉で,は じめ て 短 語 尾 形 が あ らわ れ
る が,〈}KapoKb>とす べ き。 〈今 時 ノTenepe田HHH・」 全HHHも1」IHblH・〉 の
ロ シ ア語 は,と もに 軟 語 尾 〈-ith>であ る べ き。〈寒 キXOＬIOAHblH,(XonOl[eHH、)〉
の 短 語 尾 は 〈XenOAeHb>とあ る べ き。 誤 写 か 。 〈小 キManbm,(ManeHKiH.)〉
の か っ こ 内 は も と よ り短 語 尾 で は な い 。 他 に 倣 え ば,〈 全ManeHKiu[sic]〉
とす べ き と こ ろ。 た だ し綴 りは 〈ManeHbKiva>と〈-b-〉が お ちて い る。 〈弱 キ
Cna6bivaCna6KiPt.〉の ロ シ ア 語 後 者 は珍 し く<-A>と 綴 って い る。 た だ し 後
か らの書 き入 れ と思 わ れ る。 〈労 レタルycTanblH,(ycTanb).〉の 〈ycTanb>
は 不 要 。 な お 京 大 本 は,静 嘉 堂 本 の 〈-c-〉が 粗 雑 に 書 か れ て い るtgめに,こ
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の 〈-C-〉を く一〇一〉 と 誤 写 し て い る 。 〈謙 ルHH3KiH,(卜{H30K・b.)〉の 〈謙 ル〉
は 〈へ り くだ る〉 と 訓 ず る の で あ ろ うが,ロ シ ア 語 は 元 来 〈低 い 〉 の 意 。 〈益
ア・・1'IOJIe3HblH,(nOJIe3eHb.)〉は 〈nOJIe3eH5>と語 末 を 〈-b>に 綴 る べ き。
〈遠 キ,[(aflbHblva.〉の ロ シ ア 語 綴 り は,現 代 で は 〈刀a刀bH崩 〉 と 軟 語 尾 で あ る
が,当 時 は 〈－blti/-H商〉 の 二 様 あ っ た 。 〈温 順 ナルPyqHblH,(CMHPHblH.)〉の ロ
シ ア 語 前 者 は,元 来 は 〈手 の 〉 で あ り,さ ら に 転 じ て 動 物 な ど が 〈飼 い な ら さ
れ た 〉 こ と を い う(cf・ 現 代 語 で 人 に つ き 〈従 順 な 〉 の 意 で あ り,訳 語 か ら い
え ば くCMHPHblfi>の方 が よ く対 応 す る と い うべ きか)。
数 辞:基 数 詞 に お い て は 訳 語 の の ち に ア ラ ビ ア 数 字 を 添 え て い る37)。た だ し
〈百 万 〉 以 上 は こ れ を 欠 く。 順 序 数 詞 に お い て は,語 末 の 〈哨 〉 を き ち ん と綴
る 。 こ の 点,属 名 辞 の 場 合 と お お い に こ と な る 。 な に か 一 覧 表 の よ うな も の を
参 照 し た の で あ ろ うか 。
〈二2丑Ba,AB'b,ABn.〉 の 最 後 のPシ ア 語 は,中 性 ゆ え,〈ABa>と す べ き 。
誤 写 で あ ろ う。 〈十 二12ABeHaAllaTb.〉 は く丑B柚a丑 日aTb>と 綴 る べ き。
〈十 五15rl兄THaAHaTb.」十 六1611.lecTHaA叫aTb.」十 七17CeMHaALLaTb、」
十 八18BoceMHaAllaTb.〉は,元 来 そ れ ぞ れ くn"Thl{a丑UaTb,ll.lecTbHa丑日aTbi
CeMbHaAuaTb,BoceMbHaAuaTb.〉と あ っ た も の を,す べ て で 〈-b-〉を 抹 消 し
て あ る 。 た だ く十 九19AeBfiTHamaTb>は,SCRで は 〈,[(eBATbHallllaTb.〉
と く;b-一〉 を 入 れ て 綴 り,ど うや ら 統 一 性 に か け る 。(cf.Tatischev〈ceMHa-
AIKaTb,ocMHaAUaTb,21eB.qTHalkl1aTb>)。〈五 十50nATbAec兄Tb.」 六 十60
坦ecTb丑ec兄Tb.」七 十70CeMb貝ec兄Tb.」 八 十80BoceMb双ecfiTb.〉は,
今 日 で は 〈n前b丑eC升丁,山ecTbAeCfiT,ceMbAec兄T,BOCeMb刀eC邪〉 ゆ え,語 末
を 硬 音 符 で綴 りそ う な も の で あ る が,SCR初 版 で は 〈50>を 〈nfiTbAeCfiT5>
と綴 る(Tatischevも同 様)ほ か は,す べ て 他 は 『魯 語 』 と 同 じ く語 末 は 〈-b>
を 有 す る(cf.Tatischev<ceMAecgTb>)。た だ し こ の 語 末 の 〈5/b>は 正 書 法
が ゆ れ て い た よ う で,SCR第2版38)(1867-68)で は,す べ て 〈-1)〉と綴 り,
現 代 語 に 近 づ い て い る。 〈二 千2000丑BもTblc別 品」 三 千3000TpHTblcfluu・」
四 千4000LleTblpeTblCflgH.」五 千500011fiTbTblcAqb.」六 千600011」ecTb・
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TblCAqb.〉は,す べ て1語 と して 綴 っ て い るが,本 来 は く且BもTblC別H>めよ
うk2語 と綴 るべ き。 な お 〈5000,6000>はと もに 語 末 を 〈一95>と綴 るべ き。
〈万 慮BvaJIJIioH'b.」百 兆 万 億TpH朋ioH七.〉 はScRに は のせ て い な い(cf・
E〈Billion[…]千億 〉。 〈Trillion[…]百万 ヲ 三 度 自 乗 シ タル 数 〉)。〈第 六
IlleCTotl.〉は,は じめ 〈 ローb田〉 と綴 り,の ちに 〈-bl-〉を 抹 消 し て 〈-oti>と訂
正 して い る。 〈第 七CeAbMoth.」第 八BOCbMotl.〉と 有 ア ク セ ン トの 男性 語
尾 が ぐo齢 と綴 られ て い るか ら,そ れ を反 映 して い る と 考 え られ るが,な ぜ
か 〈第 二BTOP誠 〉 は そ の ま ま で あ る。 な お 〈第 七CeAbMO乱 〉 は 『魯語 』・
で は 現 代綴 りとい って よ い が,SCR・ で は 〈-b-〉を お ど して 〈ce,[kMblti>と綴
る。SCR第2版 も同 じ。 〈第 十 一 ・OAuHaAuaTblti.〉は 〈OAHHHa丑naT畝〉 と
綴 る べ き。 〈第 十 二 八BeHaAロaTHH.〉は 〈JIBtSHanllaTbiVl>と綴 るべ き。
雇 用 辞:属 用 辞 は用 言 に 付 くこ とぽ,す な わ ち 副 詞 を い う。 こ こ で は た と え
ば 〈Bb,Ha>など の前 置 詞 起 原 の語 を 語 源 的 に意 識 して,分 け て 綴 る とし{う特
色 が み と・め られ る。 た だ し,Tatischevでは 〈BbHn3y/HaBepxy>のよ うに
2語 に わ け て綴 って い るか ら,当 時 そ の よ うに綴 られ て い た の で あ ろ う。 〈此
処 エCIOAa,CrOAH>のロシ ア語 後 者 は,Dal'fsどに よれ ば 〈CroAb!〉と綴 る
べ き。 〈遠 耳andKo.〉はcf.現代 語 〈11aJleK6,llaJleKo>。〈上 二BbBepxy・〉〈下
二BbHM3Y.」 前 二Bbnepe双H・〉 は す べ て 語 源 を意 識 して か2語 に 綴 っ て
い る。 た だ し 〈B'b>の〈一石〉 は文 字 と して 不 明 確 さ をや や 欠 く綴 り方 で あ る。
こ れ らはSCRに 従 え ば,各 々 〈BBepxy,BHH3y,BnepHAH・〉 と綴 って よい 。
た だ し 〈[上ニコHaBepxy.〉は ・SCRで も や は り2語 で 綴 って い る。 だ が,
〈後 言Ha'3a丑H,」後Ha3aAl・.〉は 〈Ha3a胆,Ha3aAb>と1語で綴 る。 お
そ ら く綴 りが ゆ れ て い た の で あ ろ う。 〈右 二HanpaBO.」左 二HaぬB().〉 で
は 後 者 は2語 に 綴 るが,こ れ もsCRに 従 えば1語 と して 綴 って よい 。 〈他 ホヵ
npogb.〉は く遠 くへ,向 うへ〉 の意 。 〈今 日CerOAHH,HblHLIIe.〉の ロ シア 語
後 者 は 〈Hb1Hbge>の誤 り。 た だ しcf.現 代 語 〈HblHqe>。〈明 後 日flocJI'ii,3aB・
Tpa.」一 昨 日TpeTbflroAH分.〉も と もに1語 で綴iって よ い。 た だ しcf.現代
語 〈TpeTbflroA朋〉。 〈即 時Toqacs・〉 は おそ ら く発 音 ゆ えの 綴 りで あ る○
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〈TOTqaCb>と綴 るべ き。2番 目の 〈-T-〉は発音上,内 酸性が強いため,綴 り
でおちた とみ られる。
冠辞:冠 辞はかぶ さる語 とい う意味ゆ え,前 置詞をい う。 ここでは語が列挙
されるだけで,残 念なが ら格支配の明示 はない。 〈下 。内 。ニテnOAb.〉 の
ロシア語 は 対格支配の場合 〈～の下へ〉,造格支配の 場合 〈～ の下 で〉 の意が
原意である。〈内 ・ニテ〉は どの よ うな訳か。〈加フnpn.〉の ロシア語は 元来
〈～のず ぐそばに〉の意。ついで 〈付属の〉 の意があ る。〈於テO,npo.〉は前
述 したが,〈O,npo>とあれば く～につい て〉の意 と とるのが 普通であろ う。
ただ し 〈o>について は 特殊な用法 が あ ることは すでに のべだ。'また くnpo
ce6H[自分だけで]〉のイデ ィオムもあるか ら,〈於テ〉 とい う訳 もあながち無
理ではなか ろ うが,や は り第一義 を示すべ きであろ う。
接語群:接 語群 は語をつ な ぐ語すなわち接続詞であ る。〈如何 。愈KOK'b>
は くKaK'b>とあるべ き。誤写か。 ・
〉代名辞:代 名詞であ る
。た だし今 日の所有代名詞 もこの分類 中に含まれてい
る。 ここでは,1人 称:2人 称 ・3人称 の人称代名詞の順 で大 きくわけ られて
な らべ られてい ること,最 後に今 日でい う所有代名詞が配 されてい ること,さ
らに,訳 に出せない性 ・数 の別が注記 されてい る点が特 徴的であ る。た だ,人
称代名詞の場合,す べての格形があ らわれているわけではない。
〈我 トIVSHO}o.〉は 〈COMHOIo>を 想 定 して の 訳 語 で あ ろ うか 。'〈我 等 ト
HaMX.〉〈休 トTo60ro.〉〈弥 トBaMH.〉 も 同 様 。 〈我 等 二,ヲHacs,」 我 等 ノ
HaMb.〉の 後 者 は く我 等 二〉 と 訳 す べ きで,こ の2項 に は 混 乱 が あ る よ うに み
うけ られ る。 す な わ ち く我 等 ノ,ヲ[∴]我 等 二[…]〉 で は な か った か 。 〈{紅
Tも6も.〉は 〈Te6も〉 と 綴 る べ き。 ・〈彼 ヲee.〉は 〈彼 女 を 〉 の 意 。 〈彼 ・リ
HM七.彼 ・リero,〉の ロ シ ア語 は そ れ ぞ れ 〈OHeb,OHa>の単 数 ・適 格 ゆ え 〈彼
に よ って,彼 女 に よ って 〉 が 原 意 。 各 語 の 〈ヨ リ〉 は こ の 意 味 か 。 〈彼 ラヨリ
MM".〉も 同 様 。 〈彼=於 テOHeMb.」 彼 二於 テOHeH.〉 前 者 ロ シ ア語 は 〈O
HeM5>と2語 に す べ き。 後 者 〈HeH>は正 し くは 〈Heti>だが,い ず れ に して
もふ つ う 〈彼(女)に つ い て 〉 の 意 。 〈彼 ラニ於 テOHHX・B.〉 も同 様 で あ る。 〈彼
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等 ヵ,,・OIIH,OllB.〉の 〈OHも〉 は い うま で も な く3人 称 ・女 性 ・複 数 ・主
格 形 。 〈彼 ノ陰E只,e6.〉 は 所 有 代 名 詞 の く彼 女 の 〉 の 意 だ が,い わ ぽ 規 範 と
して の 形 と実 際 に用 い られ て い た 形 とを 両 方 あ げ て い る こ とは 興 味 ぶ か い39)。
動 静:動 静 は 説 明す る ま で もな く動 詞 で あ る。 こ こで は,い わ ゆ る不 規 則 動
詞 に 第1人 称 単 数 形 を 与 え て い る こ とが 注 目 され る。 こ の 一 点 だ け で も,r魯
語 』 は類 書 を は るか に 凌 い で い る と言 え る 。 た だ 訳 語 に つ い て い え ば,必 ず し
も第1の 意 味 を の せ て い る とは か ぎ らな い こ と に,注 意 す る必 要 が あ る。
〈発 スナ鳩 車ニテy'1)xaTb.」着 ス 主上HpitSxaTb.〉の 訳 に 付 さ れ た 注 は 適 切
で あ る。 〈出 行BblTTH.〉は 当 時 の綴 りは 〈Bbl,llTH>。た だ し 〈BblTTH>もあ り
え た で あ ろ う。 〈脱 玖Pa3AもBHTb.〉は 〈Pa3AもBaTb>の誤 り。 しか も 〈脱
が せ る〉 と他 動 詞 で あ る。 〈得 ル1'IOJiyq"Tb.〉は 〈受 け 取 る 〉 の 意 。 〈食 フ
KyillaTb,bCTb.〉で は 同義 語 が 並 記 さ れ て い る。 ロ シ ア語 前 者 は 〈召 上 が
る〉 に 相 当 し,〈bCTb,nSTb>のて い ね い な 言 い 方 で あ る(cf.現代 語)。 〈航 海
ス・レ もxaTb,ts,ay・〉 は 〈乗 物 に 乗 って 行 く ・来 る〉 の 意 。 〈運 フ。導 クBe3Tva,
Be3y・〉 は 〈乗 物 で 運 ぶ〉 の 意 。 〈導 ク〉 の 訳 語 は 後 出す る 〈導 クBeCTH,BeAy.〉
と混 同 して い るか らか 。 そ れ と も 〈Be3TM>には 〈人 を 乗 せ て 連 れ て 行 く〉 の
意 が あ るか ら,こ れ を 汲 ん だ もの か 。 〈見 得 ルHaHTTH,Haxo}Ky.〉は 〈見 つ
け る〉の意 。 さ らに 〈HaHTTH>は〈Ha口TH>と綴 る。 ま た 次 の 〈Haxo}Ky>は
同 義 の 今 日で い う不 完 了 体 〈HaxOAHTb>の1人称 ・単 数 ・現 在 形 で あ って,
〈Ha翫H>の そ れ で は な い4e)。〈与 フ 瓜aTb,Aaro.〉の ロ シ ア語 後 者 も同 様 な 例
で あ る 。 〈丑aro>は不 完 了体 〈刀aBaTb>の1人 称 ・単 数 ・現 在 形 。 当 時,体 の
区 別 お よび 体 が ペ ア を な す こ と の 観 念 が 明 確 で な か った か ら,こ の よ うな 誤 り
を 生 じた の で あ ろ う。 〈行 ク1・ITTM,助y.〉は 当 時 〈H丑TH,HTTH>両様 の 綴 り
が あ った 。 〈歩 い て 行 く ・来 る〉 の 意 。 〈我 能 ス 只Mory.〉は,こ こ だ け 第1
人 称 ・単 数 ・現 在 形 で で て お り,不 定 形 が な い 。 な お 〈我 能 ス〉 は 〈我 能 フ〉
で あ ろ う。 〈来 ルHPHTTM,fiPHxo>1〈)r.〉も体 を 混 同 した 例 。 〈nPHxo)KY>は不 完
了 体 〈npHxoAHTb>の1人称 ・単 数 ・現 在 形 。 〈"paTTM>は〈叩H,[tTH>とも綴
る 。 〈伏 スJle}KaTb.〉は,正 確 に い え ば 〈横 に な って い る〉 の 意 で,立 って い
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た もの が 伏 せ る 動 作 を あ らわ す わ け で は な い 。 た だ し 〈伏 ス〉 の 語 は 両 方 の意
に とれ る 。 〈我 須M曲HaAO6HO.〉 の よ うな 述 語 も動 辞 の 分 類 下 に 入 れ て い る
の は お も し ろ い 。 〈乗 行 ク!b3AHTbBepbxoMb.」杢1bxaTbBepbxoM'b・〉 の ロ
シ ア語 後 部 は と もに 〈BePXOM'b>と綴 る べ き。 〈馬 に 乗 って行 く〉 め意 。 〈筆 ヲ
切 ・レOqHHV,Tb.〉は 〈鷲 ペ ンを け ず る〉 の意 。 〈在 。被 ルBblTb,6y丑y.〉の 訳
語 〈被 ル〉 は,い わ ゆ る受 け 身 形 を 構 成 す る 際 に 〈6blTb>が用 い られ る こ とか
ら の訳 語 で あ ろ う。 〈座 スCMA'1)Tb.〉は 〈す わ って い る〉の 意 。 〈我 須AAon・
>KeH'b.〉の類 も こ の 分 類 下 に あ って,〈MHbHaAO6HO>と 同 様 の 扱 い で あ る 。
〈弄 フ14rpaTb.〉は 英 語 の 〈play>にあ た る語 。 た だ,こ こ で は 〈urpaTbBb
KaPTbl[(賭け)ト ラ ン プ を や る']〉で も思 い うか べ て の 訳 語 な の だ ろ う か 。
〈有 ガ.CTOfiTb.〉は 元 来 〈立 って い る〉 の 意 。 ひ い て 〈立 った 状 態 で,在 る〉.
の 意 。 〈帯,・。穿HocHTb,IloMY.」全HecTH,Hecy.〉は 元 来 は く身 に つ け て
運 ぶ 〉 の意 。 〈穿 〉 は 〈き る〉 と読 む の で あ ろ うが,た だ し 衣 服 等 を 〈身 に つ
け る〉 の 意 は くHOCHTb>にしか な く,〈HeCT9>はこ の意 味 を もた な い 。 〈飲 ム
nMTb,ni10.〉の ロ シア 語 後 者 は 〈nbro>と綴 る べ き。 〈識 ルyM七Tb.〉 は 〈～
す る能 力 が あ る ・で き る 〉 の 意(cf.〈我 能 ス[v?]只Mory>)。〈[帰ルコBblTb
Ha3aAl・.〉は 〈vaATHHa3aAT].〉か な に か と 混 同 して い る の で は な い か 。 〈好 ム
XOTもTb,xoqy.〉'は〈～ を 望 む ・～ が 欲 しい 〉 あ るい は くん した い 〉 の 意 。
動 詞 の一－eeの次 に10ほ ど の文 章 が つ づ き,前 置 詞 の部 分 に 朱 の 下 線 が 施 して
あ る。 こ れ は 〈冠 辞 〉 の 第1・ 第2項 に〈B・b,BOＬKb,KO>にお け る 〈B'h/BO>
〈Kb/KO>の使 い わ け を 示 し た 用 例 で あ ろ う。 だ とす れ ば,4番 目 ・6番 目の
レ寄 二辺
文例中に 〈Bb>に下線が旋 され るべ きであ る。 また8番 目の文 〈no八〇醐H堕
ノ火
oro1!ro.〉の 〈KO>は 〈K'b>でよ く,〈KborHK)〉 とす べ き で あ ろ う。 ま た6番
我バ ク行 へ 君 側
目の文 〈只vaAY1聾rocnOAMH'bM.〉の 〈M>は 〈N>の 誤 写 で は な い か 。 す
な わ ち ラ テ ン語 〈n6mennesci6>の略 語 〈N.N.〉の さ らな る 略 語 で,当 時 よ
く使 わ れ た か らで あ る。 また 〈rocnOAZH'b>の語 末 は 〈-y>とあ るべ き。 他 に も
誤 りが 散 見 す る が,割 愛 す る。
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21.以 上 ながなが と検討 して きたが,・Pシ ア語に関 して 言 えば次のとお りで
あ る。①綴 りは当時の 生 きた綴 りを保持している。 これはた とえば,r魯語』
か ら30年以上のちに編纂 されたSCRに のせ る綴 りよ りも,い っそ う現代的で
ある とい うことに見 て とれ る。 逆 をい えば,SCRの 方が,保 守的かつ規範性
の強い辞書であ るとい えようか。 ②ただ し,Tatischevに依 った とみ られる綴
りも存在す る。③ 日本人 らしい まちがいをひんばんに おこす。 と くに 〈p海〉
の混 同が 目立つ 。 ④発音に近い 綴 りが散見す る。 す なわ ち,無 アクセ ン トの
〈o>を 〈a>と綴 ること。 重子音 の 聞 きと りに くい音の 脱落。 同化 された音
をそのまま綴 る,等 々が それであ る。 ⑥ 抹消 して訂 正 した 部分が 歴然 として
い る。 のちの書 き入れ と思われ る部分 も判然 としてい る。
どうや ら,こ う見 て くると,耳で きいた ロシア語がLる され,の ちに何かに依
って訂正 された と考 えることが可能であ る。'(ただ し,すべて の部分について言
えるとは限 らない。た とえば,数詞の部分 は,直接なにか 目だけに よって書 き写
されたか もしれない 。)その依 りどころ とな った ものは,ロ シア人の直接の指摘
であ り,また馬場 らがのちに入手す ることになるTatischevであ ったであろ う。
訳語については,① 漢語調を主体 とす るこ と。(類書がむ しろ 仮名 まじりの
口語であ った点を想起すべ き)。た だ し用字法が 唐話語風 であ ることに 注意す
べ きである41)。②物については彼我 の差異を考慮 して訳されてい る。事につい
ては,蘭 学者流 の伝統 に沿 った訳が見つ け られる。③ 訳語 はかな らず しも,当
該 ロシア語の第1義 を あてるとは限 らない。誤 りがあ って も,あ る程度,そ の
理 由づけが可能である。
22.次 に 『魯語』 の最 終的な 成 立にふか くかかわ ったであろ う ゴロヴニーソ
の手 沢本 ・Tatischev辞典につい て若干のべてみたい。
ゴロヴ三一ソの所持 していた タチ ーシチェフの仏魯辞典 は,幕 府 の内命を う
けた馬場 ・足立 らへ と譲 られ,幕 府 天文台 の蔵に帰す る。後,幕 末維新 の混乱
期に上巻 と下巻 はなにゆ えか離ればなれ とな り,今 日上巻 は一橋大学 古典資料
研究セ ンターに,下 巻 は静岡県立中央 図書館葵文 庫に現存す る42)。
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タチーシチェフの仏 魯辞典 は,そ の初版が1786年,サンク トペ テル ブル グで
2巻本 として刊行 されてい る。 ゴロヴニー ンの所持 していた タチーシチ ェフ辞
典 は,そ の第2版 であ った。今上記2箇 所に蔵 される ゴロヴニーン手 沢本 に よ
って,そ のタイ トルを示 す と次の ようであ る。表題紙 は見開 き2ペ ージで,左
ペ ージには フランス語で,右 ペ ージに は ロシア語 で同内容の表紙が 印刷 されて









つ い で 左 ペ ー ジ に こ う あ る 。








す な わ ち,〈 最 新 版 ア カ デ ミー ・フ ラ ンセ ー ズ の 辞 典 か ら ロ シ ア 語 に 翻 訳 した
完 全 な る 仏 魯 辞 典,第2版 。 原 本 照 合 ・訂 正 ・増 補 五 等 官 イ ワ ン ・タ チ シ
チ ェ フ。 巻1A-K。1798年,サ ソ ク ト ・ペ テ ル ブル グに て,イ ワ ン ・ワ イ ト
ブ レ ヒ ト帝 室 印 刷 所 刊 。〉 とい う こ とで あ る。 下 巻 は 〈巻2L-Z。 〉 の み が こ
とな り,他 は 同 じ。 上 巻 本 文957ペ ー ジ,下 巻 本 文839ペ ー ジで あ る。 上 の タ
イ トル に 従 え ば,こ の 辞 典 は ア カ デ ミー ・フ ラ ソセ ー ズ の 辞 典 の 最 新 版 を も と
と し て 若 干 の 手 を 加 え,ロ シ ア 語 を 付 して 刊 行 した もの とい うこ とに な る 。.
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.1,・わ ゆ る ア カ デ ミー ・フ ラ ン七 一 ズ の 辞 典(Dictionnairede1'Academie
frangaise)2巻は,1694年に パ リで 初 版 が 刊 行 され た 。 タ チ ー シチ ェ フ辞 典 初
版 は,1786年に サ ン ク トペ テ ル ブ ル グで 刊 行 され て い る が,や は りタ イ トル 中
に 〈最 新 版 ア カ デ ミー ・フ ラ ン七 一 ズ の辞 典 か ら〉 と うた っ て い る が,〈 最 新
版 〉 と はい つ の 版 な の で あ ろ うか 。 タ チ ー シ チ ェ フ辞 典 第2版 が 出 た1798年と
同 年 に,ア カ デ ミー ・フ ラ ン 七 一 ズ の辞 典 は 第5版 が 刊 行 され て い る。 そ し
て,同 第4版 は こ れ よ りも30年以 前 の1762年刊 行 で あ る 。 とす れ ば,タ チ ー シ
チ ェフ辞 典 初 版 は,ア カデ ミー ・フ ラ ソ セ ー ズ の 辞 典 第4版 に 依 った とみ る べ
きか 。 ち な み に,タ チ ー シ チ ェ フ辞 典 初 版 は,Sopikov・Rogo2inによれ ぽ43),
四 ツ折 判 上 下2巻 か らな る。 同 第2版 は 判 型 を 変 え,八 ツ折 判2巻 。 第2版 の
最 初 の 値 段 は10ル ー ブ ル で あ った と記 さ れ て い る 。 た だ 注 に,こ の 訳 本 は フ ラ
ン ス語 原 本 に 比Lて す こ ぶ る不 完 全,と あ る。 タ チ ー シ チ ェ フ辞 典 第2版 が,
ア カ デ ミー ・フ ラ ソセ ー ズ の 何 年 の 版 に よ った の か,こ の 注 に は,具 体 的 に 述
べ られ て はい な い が,お そ ら く第4版 に 依 拠 して い る の で は な か ろ うか 。 そ の
解 明 は 宿 題 と して お き た い 。 な お ア カ デ ミー ・フ ラ ン 七 一 ズ の 辞 典 第4版
(1762)は,辞書 史 上,フ ラ ン ス 革 命 以 前 の 旧 体 制 下 に あ って,も っ と も 重 要
な 版 と され て い る。
詳 細 な 問 題 は 別 と して,い ず れ に せ よ,ア カ デ ミー ・フ ラ ン 七 一 ズ 辞 典 の権
威 に もあ や か って か,タ チ ー シチ ェフ の 辞 典 は18世紀 末 か ら19世紀 ロ シ ア に お
い て もて は や され た よ うで あ る。 そ して ゴ ロ ヴ ニ ー ソ も そ の 第2版 を 所 持 し て
い た 。 そ の 上,松 前 で馬 場 らが 譲 り うけ,幕 府 天 文 台 の蔵 に 帰 す こ とに な る の
で あ る 。
23.タ チーシチ ェフ辞典 ゴPヴ ニーソ手 沢木は,今 日,2箇 所 に 引 きはな さ
れ て蔵 されてい る。上巻(A・一・1〈)は一橋大学 古典資料 セ ンターに,下 巻(L-
Z)は 静 岡県立中央図書館に現存す ることは上で述べた。'上巻については,す
でに報告 されている44)が,下巻については所 在は よく知 られてい るものの詳細
















タイ小 ル:上 述の通 り
内 容:緒 言以下使用説明まで全8ペ ージ。本文左右2段 組全957ペ
ージ。
大 き さ:革 表 紙 に お い て,135×215mm前 後 。 厚 さ約80mm。
ハ
装 釘:全 体が茶 色の革装。た だ し,背 の上部に別の赤黒二色が二段
'
にな った革をは り,こ こに金文字で 〈ΦPAnLIMPOCCIH.
(sic)r
CKOI4」J'IEKCI・IKOH'bＬTOMI).1>と捺 してある。 ま
た背には5条 の飾 り線が捺 されているが,さ らに,カ ップを
あ しらったマー クの ようなものが上 ・中 ・下箇所に捺 してあ
る。た だ し中段のそれは ラベルにか くれて部分的に しか見 え
ない。
印 願:見 開 きタイ トルペ ージ古 すなわち 露文 タイ トルペ ージ に ◎
〈番所調所〉,㊨ 〈東京商業学校図書 印〉,◎ 〈高等商業学校図'
書 印〉 の印穎あ り。3者 とも朱印。⑥は さらに,最 終ペ ージ
957ペー ジに もあ る。 ⑮ は前 書 き部 分 のIVペー ジに もあ り。
な お表革 表 紙左 隅下に 〈東京商業学校図書〉 の金文字が捺 印
されてい る。
ex-libris:蔵書票 は貼付 されてい ないが,表 紙見返 し左上に次の よ う
な 消えかか った4行 にわた る書 き入れがみ られ,ゴ ロヴニー
ソの蔵書であった ことを示す。 この書 き入れば ゴロヴ二一ソ
自身の手 と考 え られてい る。
M3bKHHPbBacHniAFoJloBHHH[a]」Bl)neTep6yprrCMaH
16・1802」恕 ・ 刀・yMb-gacTfiMb14PＬN92τ二」
[ワシ ー リイ ・ゴ ロ ヴ ニ ー ソ蔵 書 。 ペ テ ル ブル グ に て1802年
5月16日。f鹸2巻 でi4ルー カ ・.N・ヨ7;]
表紙見返しさらに裏表紙見返 した'はジ何度かにわた って書 き込まれたであろ う
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単語の メモが多数存在す る。 また革表紙ほぼ中央に付箋 をはが したあ とがみ ら
れ,さ らに表紙見返 し左上方,ち ょうどゴロヴニーソのex-librisの書 き入れ
の半分にかか って下に長方形 の付箋をはがした痕跡がみ られ る(cf.後述下巻)。
また見 開 きの表題細書脳部分 には,こ こを補強す るために両面にまたが って細
長 の紙がは ってある。この補 強のた めの紙の右ペ ージ下方に はや は り横長 と思
われ る付箋をはが したあ とが残存す る。
上巻 は,再 度見返 し部分が 製本 しな おされ,か つ,本 文末に遊 び紙 も数葉綴
じこまれた と考 え られ る。 これは,な に よりも,見 返 しの仕立てが不体裁であ
って,た とえば裏表紙見返 しのは じが本来の位置か ら内側にややずれてい て,
本来か くれ るべ き革部分がたてに余分に露出 し,し か も元来の革の色を保持 し
てい る。 また下巻 と比較すればわか るが,見 返 しおよび遊 び紙の料紙が ことな
る。 また上でのぺた見開 き表題紙中央の補強紙 も,こ のことと関連す るか もし
れ ない。
に もかかわ らず,表 紙見 返 しの ゴロヴニー ソのex-libris書き入れ ば,下 巻
と比較Lて もしか るべ き位置にあること,さ らに購入時が1802年,すなわ ち刊
行後4年 ほど経過 した時点であ るこ とを考えあわせれば,あ るいは ゴPtヴニー
ソの購 入した本書 はsecondhandだったのか もしれず,上 巻の杜撰な見返 し等
の補修 も,購 入時か らそ うであ った のか もしれない。いずれにせ よ,少 な くと
も革 の装釘は元のままであ った であ ろ う。
なお,現 存上巻背には,上 に貴重書を示す 円形 ラベル,下 に図書番号票,ま
ん中に 〈タチ シチ ェフ氏」仏露字書」〉 と左右2行 に インク で書かれた ラベル
が貼 りつ けてある。 この ラベルは高等商業学 校時代の ものと思われ る。そ して
この下に カップ様 の元の製本時の捺 しマ ークがか くれてい る。
24.下 巻について同様に書誌的事柄をしるす。
下巻(静 岡県立中央図書 館葵文庫所蔵)









内 容:表 題紙 の次に本文が続 く。左右2段 組全839ページ。
大 きさ:革 表紙において135×235mm前後。す なわ ち上巻本に同型。
厚 さ約75mm。
装 釘:全 体が茶色の革 装で,上 巻本 と同一体裁 と認め られ る。ただ
し色の くすみ ぐあい は上巻本 より軽度だが,虫 損が生 じ,端
の部分は革がいたんで芯 の厚紙が露 出 してい る。 さらにおも
ての表紙が剥離 した まま保存 されてい る。背上部 の2色 別革
も上巻本 と同じ。ただ し左上端が金文字にかか って破損 して
い る。すなわ ち 〈[Φ]PAI'IILII4POCCIHCKO}4」nEKCM-
(sic)
KOHbＬTOM'bII>と 〈Φ〉が欠けている。 背には5条 の
節線お よび3箇 所に カ ップ様の捺 しマ ークが ある。 これ も上
巻 に同 じ。
印璽穎:見 開 き表題紙右 す なわ ち 露文表題紙 の 右上隅に ⑧ 〈駿府学
校〉,その右下方に同印,さ らにその左下労 すなわち第1の
印の下に⑥ 〈静岡県立葵文庫蔵 書印〉あ り。すべて朱 印。⑥
は839ページうら(白)の 右下の ど近 くに もあ る。⑤ は本文
1ペ ージ左上隅の ど近 くに も捺 してある。 さ らに,上 小 口に
は,富 士山 と葵紋 をあ しらった 〈静 岡県立葵文庫〉の朱 印が
ある。 また839ページ うら(白)中 央,す なわち⑤ 印左上方
に,青 ・赤2色 の インクか らな る次 の ような登 録 印 あ り:
〈昭和44・3・17登録 静岡県立葵文庫3244>.
ex-1ibris:上巻 と同様の ゴロヴ=一 ンの手 と思われる書 き入れあ り。
上巻に くらべて,イ ンクはやや鮮 明な るも,革 表紙 の虫損が
裏 の見返 しまで達 し,は なはだ読みに くい。 さ らに,見 返 し
左隅か ら付箋が貼 ってあ って(後述),こ の書 き入れを部分的
にか くして しま ってい る。ただ上巻書 き入れを参考にす れば







最下段 は 付箋の端を 覗 く.と〈27.〉の数字が み とめ られるか
ら,上 巻本 と同 じナ ソパーである。次にや は り付箋に一部を





ゴ ロヴニーソ書入れ とインクの色が ことなるし,ま た 位置 も
下にあるか ら,後 に書かれた ものと考 えられ るが,今 の とこ
ろ未詳 としてお く。
上巻 同様;ゴ ロヴ二一ンに よると思われ る単語等の書 き込みが,表 紙見返 し,
裏表紙見返 し,遊 び紙等に多数存す る。ただ上巻 とことなるのは,表 紙見返 し
のex-librisのある面には,単 語の メモがみ られない。あ るい は上 の6)で示 し
た英文書 き込みはメモなのか もしれないが。
下巻で さらに 重要なことは,こ の表紙見返 しに存す る 付箋であ る。 この縦
長の和紙 の付箋には 〈一番甲 魯辞」魯西亜辞書 下」千七百九+八年〉 と墨=書して
ある。 〈魯辞〉の下に は 別の 和紙小片が は りつ けて あ って,そ の下に 〈辞之
四〉の3字 が 見 える6ま た 〈下〉の右繰上 には 墨に よる 抹消があ り,も との
字は判読できない。 この付箋は虫損がい ちじるしいが,蕃 所謂所時代の もので
あろ う。上巻当該部分 には今 日何 も存 しないが,同 様の付箋があ った と認め ら
れる痕跡がのこってい る。なお上記付箋 よりも新 しい付箋が1上 にのべた付箋
の右下に貼付されていたが)'.現在ははがれてお り,本 文172～3ページの間に
はさみ こまれている。 これには 〈四百五十番」魯西亜辞書」和」千七百九十八
年〉 とあ り,〈四百五十番〉 と 〈和〉 のみが朱筆,他 は墨。 蕃所謂所の付箋 の
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手 とは全 くことなる。上巻本に存 した 〈蕃書調所〉の印は下巻にはおもてだっ
て存 しない。ただし,見開き表題紙右露文表題紙右上隅の 〈駿府学校〉は,遊
印になっていて,こ の下に く蕃書調所〉の印が一度抹消きれて,お されている
のである。何 様に,下 巻本文末839ペー ジケら(白)右 下隅の 〈駿府学校〉の
下にも一度抹消された 〈蕃所謂所〉の印が認められる。これ らは上巻と同じ位






`25.上 ・下巻を通 じてみ られることを さらに補 ってお く。 おそ らぐゴロヴ二
一ソ使用時の もの と思われ るイ ンクの汚損が随所 にみ られ る。刷 紙 に書いた イ
ンクの文字 が,ま るで吸い と り紙の ように,鏡 文字 にな って残 っているもの,
・さらにた んな るしみ,若 干の抹 消な どであ る。次に,い つ の時代か特定で きな
い,単 語単位での抹消が若干見 られ る45)。さらに もっ'とも気になるのが,上 巻
に見 られ る,p.169右欄外の 鉛筆に よる書 き込み。 漢字一字(判 読できず)と
ヲテ ソ文字1語 である。 また下巻見返 しめ 書 き込み中,〈PiropeＬMaron>の
2語に鉛筆に よるな ぞ りがみ られる。 ・これ らの 鉛筆による書 き込み,な ぞ り
が,い つ誰に よってな されたかは,む ろん不明である。 た だ,'『魯語』に おけ
る鉛筆書 き込み の 存在 を考 えあわせ ると,そ の関連性 の 有無を 問いた くな る
'が
,す べて未詳 としか今の ところ言い よ うばない ようである。上下巻 どもに,
しば しば不審紙 と思われ るものが散見する46。他に も細かい事柄があるが,割
愛 す る。
126.:本題 であるlr魯語』・とめ関わ りについて検討号 る。 土で見た ように,タ
チ ーシチ ェフ 『仏 魯辞 典』 が蕃所調所の蔵 とな り,馬 場 らに よって活用 された
一67"
こ とは想{象にかた くない。 この辞典は ゴロヴ三一ンに とって,ま さに座右 の書
であ ったわ けだが,松 前捕囚時に もしばしば これを,日 本人た ちに,ひ とつの
典拠 として示 した よ うである。た とえば ゴロヴニーンの 『日本幽囚記』 には こ
んな逸話がの ってい る。 日本 人 とロシア人 の公文書作成態度につい てのべてい
る条 にこ うある。
ロシヤか ら日本に送ったある種 の文書には,文 法上の規則を余 り厳守 しな
いで,例 へば 令がeに なつて ゐた り,前 置詞や接続詞が 抜けてゐた りし
た。 これ らの文書を翻訳す る時,日 本側ではその文書 と,わ れわれが作っ
てやつた文法書の言葉 を比べて,す ぐに(嘘 を申 したのではないか)と 疑'
ひを起 し,「ど う蔓て こんな違 ひが 出来たのです」 とたつねた。 われわれ
は仕方がないので,「 ロシヤの 官庁 では こんな間違 ひは 重大視しないので
す」 と答へたが,日 本側では 「それはあなたの間違 ひではないのですか」
とた つねた。 しか しタチ シチ ェフの辞 典を引いてその言葉を探 して,日 本
側に見せてやつた。(岩波文庫 中巻,197-8ページ)
ζののち村上 貞助 の 評言 が しるされ るが,こ れは省略す る。r文法規範』を 日
本側がすでに活用 しはじめ,ゴ ロヴニーソは言葉 の典拠を タチ ーシチ ェフ辞典
に求めてい るとい うことを知れば よい。
前 に も述べた とお り,ゴ ロヴニーソ釈放時にこの辞典は相応 の礼 と交換に幕
府が譲 りうけ ることになるが,そ れ以前,馬 場が ゴロヴニーソか ら本書を借 り
うけて数 ペ ージ写 した りもしてお り47),日本側に とって もな じみ の辞典であ っ
た にちがいない。 、
さて臆測は別 として,事 実にそ って見てみたい。
た とえば,〈武官及武備難 名〉中にでて くる 〈[隊]双eTarueMeHTb.〉はSCR
以下,ロ シア語 として登 録 されていない。 ところが,Tatischevには 〈Dるtach・
ment,(Cn.BOeHHOe)丑eTa田eMeHTb,[...]〉と,軍 用語 とことわ った上 で
同 じ綴 りで出て くるのであ る①。 また 〈飲料〉中にあ る くシヨコラー ト皿OKO・
刀aTb.〉は,SCRで は くllJOKonaAS>と語末 を 〈-AS>に綴 るが(た だ し発音
は同 じく[-t]となる),Tatischevは〈Chocolat[...]田6KonaTb.〉と 『魯・
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語 』 に ひ と しい綴 りで あ る ② 。 これ らはTatischevに拠 って い る の で は な い
か 。
他 に ア ト ・ラ ン ダ ムに あ げ て み る。 ③ 〈天 文 〉 の 中 に で る く日蝕3aTMもHie
CoJIHUbl.〉〈月 蝕3aTMも晦 日yHH.〉:Tatischev〈Eclipse[_]3aTM'tSHie[∴.]ノ ノ
E吻sεdes・1eil,3aTM'bHieconHqa・Eclipsedelune,3aTM'i)HienyHHoe
[..、]〉。 ④ 〈地 理 〉 中 の 〈泉BonoMetb,ΦoHTaH・b.〉:Tatischv〈Fontaine,
BoAoMeTb,中oHTaHb,BoAbToKb.〉。 ⑤'〈地 理 〉 中 の 〈池rlpyAb,Kynも 品.
(sic)




類 〉 中 の く牝 牛K1恕KoP6B乱 〉:T・ti・chev〈Vach・[・]K・p・Ba・KpaBa>・
⑧ 〈人 体 〉 中 の 〈tanMrlle,"Ua6.nHllel>:Tatischev〈Visage.[..]nuqe,
(sヨc)
・6日Hqte,nHK5,06maKs[...]J・n・1…nnoi・qu・d・vi・ig・,Aer・T・晶Ko
B'lb朋uo3Halo・〉 ⑨ 〈人 体 〉 中 の 〈Cyxa">kma・〉:Tatischev〈Nerf[…']
Cyxa∬)KBna,6e3KpoBHa"HnnqYBcTBHTenbHlifi,HepBa,TeTHBa.〉。 ⑩ 〈金
銀 及 度 量 〉 中 の 〈銀 銭 ノ名Ta"eps,.rpoTb.>lTatischev〈Taler,朋HDaler,
(sic)
H刑IThaler'[...コTa汎eps,etPHMoK・b,H'bMeuKafiMoHeTa.〉。 ⑪ 〈国 名 〉 中
の 〈ロ シ ヤ 人PoccifillMH'b.〉:Tatischev〈Russe[_]Pocc泣cKi目,PyccKi蕗,
aA,oe,Pocci朋HHb、Ka.〉。 ⑫ 〈属 名 辞 〉 中 の'〈久 キAonriH,(Aenorb.)」
長 キ ぷJIHHHHH,(AnHHeHl・.)〉:Tatischev〈Lon、9,10ngue[...]丑onrin,
丑JIHHIIb描,a兄.>o
以 下 若 干 説 明 す る 。 ③ の 〈日蝕 ・月 蝕 〉 はTatischevの同 見 出 し 語 に そ ろ6
て 出 て く る 。 た だ し,〈 月 蝕 〉 の ロ シ ア 語 は や や こ と な っ て い る 。 ④ の 〈BOAO-
MeTb,ΦoHTaH'6>も同 じ 順 で,Tatischεv<Fontaine>・の 項 に で て く る。 ⑤ の
〈Kynも肪it-font>は前 述 し た よ うに ふ つ う 〈洗 礼 盤 〉 を さ す が,こ れ もTati・
(sic)
sChev<Fonts>に出 て くる。 〈font>とい う英 語 も 〈Fonts>にか か わ る の で は
な(・か6⑥ 〈隊 ・軍i勢〉 の 〈ApMifi,Bdhi6Ko>もTatischevで,逆順 で ほ あ
(sic).、
るが,同 一見 出し中に出て くる。 ⑦ の 〈KpoBh>は前に 〈KpaBa>の誤 りでは
ないか と指摘 した。 そ して くKbP6Ba>は後の書 き入れ訂正である。 これ も逆.
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,順だ が,Tatishevの同 一見 出 しに 出 て く.る。 ⑧ 〈顔 〉 の 〈nHrUe>は〈nUae>
の 誤 りで は ない か と指 摘 した 。〈nHq6>は後 の 書 き入 れ 訂 正 で あ る。Tatlschev
に 最 初 に 〈anue>とあ る。 た だ し発 音 は 〈JIMue>すな わ ち 〈川 以o>で あ った
.ろう。 こ の こ とは 例 文 の綴 りに よ って 判 明す る。 ⑨ の 〈Cyxa兄}Knna>には 訳
文 が 欠 け てい る。 上 で は 〈腱 〉 の 意 だ ろ う と した が,Tatischevに従 え ば 第1
は く神 経 〉 で あ る。 だ が く腱 〉 もい う。 ⑩ 〈TanePb…〉は 『魯 語 』 の 内 容 に
ふ さわ し くな い と 解 す る む き も あ るが,Tatischevに出 て い る。 ⑪<Poccifi・
HvaH'b>.は元 来 由 緒 あ る こ.とば で あ るが,SCRな どで は 登 録 して い な い 。 こ れ
もTatischevに出 て くる。 ⑫ 〈久 キ,長 キ〉と とな りあ わ せ て で て くる 〈AonriH,
加HHHblH>はTatisch?vでは同r見 出 し語に同順 で串て くる。
,以上,時 間的 ・空間的制約があ.って充分には調べ きれなか ったが,筆 者 は次
の3点 を強調 したい。1) 、SCRなどに登録 されていない語が 『魯語』に存 し,
これがTatischevには見え る.ζと。r2)SCRに登録 されていて も,綴 りが こ
.となるものがあ り,こ れがTati§chgVにr致す ること。.3)Tat輌schevで同r－
具出 し語の訳語 としてあが って いる複数の ロシア語 が,『魯語』で 隣 りど うし
で(同 順あ るいは逆順)で かかげ られる例が ままあ ること。 これは引用な どで
はしばしばおこ、る現象であ る。
以上か ら,噂 話』はタチ ーシチェフ辞典を 重要な語の 供給源 とした と考 え
られる。
,27・『魯語』に,も し原本 とい う・ものがあるとすれば,は じめ光太夫のもた ら
したPシ ア語単語を第1資 料 とし,こ れをゴ ロヴニーソらロシア人 とタチーシ
・チ エフ辞典に よって増補 した もので はなか ったか。それをさらに ロシア人や タ
チーシチ ェフ辞典に よって訂正してい ったもの が現存する 『魯語』なρで はな
ごかろ うヵ・。 タチーシチ ェフ辞典には,ロ シア語単語にア クセン トは付されてい
.ない し,ま た動詞の第1人 称 ・単数r現 在形,さ らに形容詞 ・短語尾 ・男性形
・も示 されてはいない。 よってこれらは ロ.シア人の直接的な教示に よるのではあ
.るまいか。 むろん ゴロヴ二一ンに:よって書 き与え られた 『文法規範』が,こ う
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1したζとへの配慮を促進 させたであろ う。結局 のところ,馬 場は,そ れまでの
語彙集は質的にことなった,高 い内容の語彙集編纂を意識的に目ざしたのでは
な か ろう.か。
・28.その後r魯 語』が,ど のよ うな形 で纏め上げ られ,あ るいは 幕府に上呈
されたのか,定 か ではない。足立の墓碑銘には〈進呈所著魯西亜国辞書若干巻〉
・とのみ 誌 されるが,厳 密な意味では,い『魯語』 とこのr魯 西亜国辞書』若干巻
'とは どのよ うな関係 にあ った のか,今 は不明 とすべ きであろ う。
'タチ ーシチ ェフの辞 典は蕃書調所にあ って,馬 場や足立 らがた ち働いていた
時には,お おいに活用 されたにちがいなかろ う。多 くの不審紙や,墨 のこぼ し
・あ とな どがこれを語 る。 しか し彼 らの不在の後は どうであ ったのだろ うか。結
果 的には,幕 末維新時に上巻 と下巻は,は な されて しまった。だが,ゴPヴ ニ
ーン手沢本が馬場 らにひきつがれ,そ れが別 々なが らも現存す ることは,僥 倖
・とい うべ きであろ う。
このよ うに考 えてみ ると,馬 場 は,ゴ ロヴニーンに よって,'『文法規範』 と
い う良 い教科書 と,タ チーシチ ェフ 『仏魯辞 典』 とい う良い辞書 と,そ してな
・に よりもゴロヴ二一ソ自身 とい う'良い教師にめ ぐりあった ことになる。一馬場に
よ って,わ が国の ロシア語学が本格的に開始された と評す るのは,け っして故
な きことではない。
29.`なが なが述べ きた ったが,本 稿において,筆 者は 従来の見解に対 し,次
の点を加 えたい と思 う。
1)静 嘉堂本r魯 語』は馬場 自筆本の可能性が うすい。
2)馬 場 は,結 果的に,そ れまでの ロシア語語彙集 とは,別 の水準の高い語
彙集を編纂することを企図 したのではないか。
3)こ のことに重要な役割を演 じた のは,ゴ ロヴー:一一・ソであ り,彼 の手沢本
であ ったタチーシチ ェフの仏魯辞典であ った。
④ 」r魯語』の訳語には,従 来の訳語のよう ないわば口語によらず,い わゆ
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る文語系の訳語をあててい る。 しか しこれを検討す るに唐話語が混入 して
いる。
5)掲 げ られてい る ロシア語は,当 時の ロシアで の辞典 よりも,よ り近代的
綴 りを保持す る例が多数み られ る。
最後 の項は,別 の立場か ら眺めれば,筆 者の綴 りの基準 としたr教 会 ス ラヴ語
ロシア語辞典』の方が,当 時 として も,保 守性を強 く帯びてお り,現 実 よ りも
規範を重 視した ものと言 える。上で多少詳 し く検 討 した とお り,同 一語根か ら
の派生 語におい ても,綴 りがゆれている。す なわ ち,永 く規範であ った教会 ス
ラヴ語の影響下か ら脱 しきれていなか った。 これに対 し,『魯語』は,さ まざ
まな条件によ って上 の規範外にあることがで きたゆ えに,か え って当時 の ロ.シ
ア語 の現実を反 映 してい るとみ られ るのであ る。 この点 で も 『魯語』は貴重な
資料 と評価で きる。
なお,〈成語〉部分の検討は,次 の機会に譲 ることとす る。 また,『魯語』の
綴 りにつ き,微 妙な問題が伏在す ることは上述 した。本稿では とりあえず 『教
会ス ラヴ語 ロシア語辞典』を 目やす として据 えたが,上 で しば しば参照 した ご
と く,タ チーシチ ェフ辞典での綴 り,さ らに18世紀末の綴 りにいちいち照 らし
あわせてつめ る必要がある。た だ この時期 の綴 りには 〈ゆれ〉があ るか ら・充
分な調査が要求 され る ところであ り,上 で検討 した語について も再 検討すべ き
ものがあ ろ うと考える。 しか しタチ ーシチ ェフ辞 典は稀親書であ り,し か も上
・下が別 々に存在す る ことか ら,調 査にはある程度時間をか けざるをえない。
この よ うな事情 があるか ら,こ れ も次の機会に譲る・第19・20節では・部 に よ
って記述に疎密が生 じて しま った。手許の資料をすべて掲 げることにた め らい
があ って,こ の ような結果を うんだ。寛恕 されたい。
注
1)参 考文 献1,2を 参 照せ よ。
2)松 村 明 〈幕末 期 ロシ ア語 学書 につい ての覚書〉(「文学 ・語学」第33号,全 軍大 学
国 語国文 学会,昭 和39年9月)の く魯 語〉 の項,お よび参考文献1,'2を 見 よ。
3)ふ つ う 『魯 語文法 規範』 と呼び な らわ され て い る。 そ の書名 の さらに書誌 的問題
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につい ては筆者 の次 の論文 を見 られ たい:くいわ ゆ る 『魯語 文法規範 』 につい て〉,
「明治大 学教 養論 集」通 巻217号 外国文学,1989.
4)<3ウ 右2>は3ウ 右欄第2項 目を さす こととす る。 以下 同 じ。 ・
5)『文法 規範 』に も鉛 筆書 き込 みが存す る ことは,よ く知 られて い るが,こ こに も
文 彦 の手が 入 ってい る可能性 があ る。注3の 論文 参照。4オ 右7の くニ カ ク〉 は,
〈第二 格/二格〉で あ る ことは上述 したが,こ の術語 は く生格〉とともに 『文 法規範』
に出て いる。
6)早 稲 田大学 図書館洋学文 庫本 に よる。-
7)こ の こ とは諸家が問題 に してい る。 なお次 の論 文参照=伊 吹 山一草 亭[次 郎]〈日
本最 初 の露語 文典 と其 著者一 馬場 佐十 郎 につ いて一 〉,「.月刊 ロシヤ」第8巻 第
1号,昭 和17年1月。
8)川 久 保み ど り 〈馬場 佐十郎〉,「学苑」第10巻第1号,光 葉 会,昭 和18年1.月。
9)ゴ ロヴニ ン著,井 上満 訳r日 本 幽囚記』上 ・中 ・下,(岩 波 文庫),昭 和18年(初
刷)。引用 は昭和48年第4刷 に よる。 また原 文 の引用は 早稲 田大学所蔵 本(播 磨 楢





10)こ の作業 には光太夫 さらに貞助 の関与 も考 え られ るが,こ の問題 につ い ては,他
の資 料 との関 係上,し ば ら く措 く。
11)上 掲岩波文 庫本上 巻,p.323.
12)同 上 書p.325.
13)『魯 語』 と密接 な関 係のあ るr文 法規範 』 におけ る 文法用 語 については,ロ シア
学 の側か ら次 の 論文 があ るので 見 られた い=中 村 喜和 く『魯語 文法規範 』考〉,「一
橋論 叢」第77巻第3号,一 橋 大学,昭 和52年3月。 ただ し次注 参照。
14)参 考文 献1と 同着中の 第2編 第2章 第1節 く馬 場佐十郎 と 蘭語研究〉 を参照せ
よ。 なお蘭 語学全 体か ら ロシア文法用 語 もお さえ るべ きで あ り,そ の研 究の成果 は
次 を見 よ:杉 本つ とむ 〈蘭文典 にみ え る文 法用語(訳 語)一 覧〉,『江戸 時代蘭語学
の成 立 とそ の展開V』,早 稲 田大学 出版部,昭 和57年。 ただ し本文 を読 まず して,
安易 に木表 を見 てはな らない。
15)注5参 照。
16)上 記 岩波文 庫本 上 巻p.330.
17)越 谷吾山 の 『物 類称 呼』(安永4年,1775刊)に この語形が まず最初 にみ える。
18)そ れだけ でな く,ゴ ロヴニー ンは くオ ランダ語 訳を附 した フ ランス文典 を ロシヤ
語訳 してやつ た〉。(岩波文 庫 中巻p.138).
19)た とえば,同 上 岩波文庫本 上 巻に付 された グレ ッチに よる くゴロヴニン略伝〉 を
見 よ。 ・
20)た とえば,馬 具に関す る語 な どは ど うであろ うか。
一73一
、21)A.B.'i・lepenHuH,PyccKa"na日eorpaφ朋,M .,1956.等を参照せ よ。
22)岩 波文庫文中巻pp.197二8にかがげ る逸話をi見:よ。 ただ こめ使vkわけは,ゆ れが
あ るのでいちが いに当時 どれ が正 しか った とは決 めかね る場合があ る。
23)以下 次 の複製本 に よる:杉 本 つ と む,解説r和 蘭字彙 』1-V,早 稲 田大学 出版
・部 ,昭 和49年。
,24).以下次 の書に付載 された初版本影 印に よる1杉 本 っ ど む 編r江 戸 時代翻訳語辞
典』,早稲 田大学 出版部,昭 和56年。
25)以下 次 の書の影 印に よる:杉 本 つ ど む 監修,薬 科勝之著r雑 学類編 影印 ・研




26)次の論文は この問題 を多面的 に とらえてお り,参 照 され たい=杉 本つ と.む〈"BoK"
ヤ ギ




・27)吉川 弘 文 館 ,昭 和40年。
28)"以下 次 の書 に よ る:杉 本 つ とむ 他 解 説 『環 海 異 聞 ・本 文 と研 究 』,八坂 書 房,1986
・年 。
'ち9)次 の 影 印 に よ る:国 立 国 会 図 書 館'蔵
・!中刀1芳雄解 題 『古 活 字 版 伊菅 保 物 語 』(勉
"誠社 文 庫13)
,'昭和51年。㎡な お 引用 に あた り,単 語 の混 同 を さけ る た めlc-:一部 文 字 の
間 を あ けた が,む ろ ん原 文 は そ の よ うに な つ ては い な い。
30)以 下,第 一 に 参照 した 辞 典 は次 の も ので あ るが,の ち に 説 くま うに 当時 の 綴 字 法
には ゆ れ が 存 在す るか ら,い ちが い に正 否 の 判 定 は 下 せ な い。 た だ し,こ め 辞書 の
規 範 性 を 貴 ん で,一 応 の規 準 と して 採用 した い:CnoBapbuepKoBHo-cnaBflHcKaro
HpyccKarofi3blKa,cocTasneHHblVaBTopb!MiboTA七』eHieM笛']HMnepaTopcKoガAKa－
刀eMiHHayKb.T.1-IV.,'Cn6,,1847.(早稲 田大 学 蔵 本 に よる)。





32)千注22参照 。 な お ゴ ロヴ ニ ー シ 手 沢 本 タチ ー ジ手 エ ラ 辞書 へ の 彼 自身 に弍 るex・
librisの書 き込 み 中,<qeHa>とあ る こ と も想 起 せ よ。 また 文 化3年(1806)9月
(sic)
樺 太 に来 た ロ シ ア船 が銅 板 に 刻 した 文 字 の写 し(い わゆ る フ ヴ ォス トフ文 書 と称 さ
れ る も の に含 まれ る)に は,〈CEJIEHIE>を〈CBnEHIE>と も綴 って い る。 刻 文
の写 しゆ え,〈E>と ぐB>が 誤 写 され た とは 考 え られ ず,銅 版 そ の ものが こ う二 様
}こ綴 られ てい た の で あ ろ う。
33)注30で 示 した 辞典 に 同 じ。
34)M.Vasmer,RussischesEtymologisches・Wdrterbuch.Zweiter-Band,Heidel-
berg,1955.
35)こ の 語 は ゴ ロヴ ニー ンの 『日本 幽 囚 記 』の 中 に 用 い られ て い る。
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36)有 ア クセ ソhで な くと も 〈-on>と綴 る こ と もあ った の で 注意 を 要 す る。 例 え ば タ
チ ー シチ ェフ辞 典 の表 題 はKfionHo蕗φpaHuy3cKo爵HpoccitlcKothJleKcHKoH5>と
あ る。 ま:1た,SCRでは,見 出 じ語 で は 有 ア クセ ン トの く一誠 〉 を その ま ま の綴 りで
た て て お きな が ら,例 文 中 で は ぐ砿 〉 と発 音 を反 映 す る綴 りが,随 所 に み られ る。
37)当 時 ア ラ ビ ア数 字 も外 国語 の一 部 で あ った 。
38)東 独 リプ リン ト版 に ょ る(Le三pzig,1972)。
39)〈eH>が 当時 〈ee>と発 音 して い た こ とを 示 す 。1917年の正 字 法 の 改 革以 降 〈e兄〉
は 〈ee>と綴 られ る こ とに な る。
40)当 時 の動 詞 カ テtfリーは 煩 雑 を きわ め た。 『文 法 規 範 』の 〈動 辞〉 の分 類 を 見 よ。
な お,注13で 示 した 論 文 中に も こ の こ とにつ い て の 適 切 な言 及 が あ る。
41)馬 場 と唐 話 語 に つ い て は,た とえ ば 次 の論 文 を 見 よ。 参 考 文 献 第1編 第2章 第2
節 第3〈 『蘭 語 訳 撰 』 の考 察 〉。
42)一 橋 大 学 本(上 巻)に つ い て は 次 を見 よ:中 村 喜 和 〈館 蔵 『仏 露字 書』 綺 談〉,
『一 橋 大 学 附 属 図 書館 史 』,一 橋 大 学,昭 和50年。
43)B.C.CofiHKoBb,OnNTbpocciticKoth6H6刀iorpaΦiH;Pe,qaKuiA・npHMもqaHi月,
,!lofioAHeHifiHyica3aTenbB.H.Poro>KvaHa.qacTb皿,Cn6.,H3AaHieA.C.
CyBopmHa,1904.この本 のNe.5931,No.5932にそ れ ぞ れ初 版,第2版 の記 載 が
み え る。 な お第3版 につ い て はNo.12945(qacTbV,1906)に記 載 が あ る。
44)注42を 見 よ。
45)お も しろ い一 例 を 示 して お く。 だ れ に よる抹 消 か わ か らな い が,下 巻p.678の
〈Sujet>の見 出 しが まず 消 され,そ の 訳 語 で あ る 〈fiOAIIaHHb!va>なる語 も 消 され
て い る。 さ ら に この 項 の 倒 語 とLて あ が っ て い る の 〈LesSttJ'etsdeIaR6pub-
1iquedeVenise,no双Aal田bleBeHeu挽HcKo直pecny6nHKも〉 の"O,1(AaHHble>も
消 され て い る。
46)く す ん だ あ ず き色 の 小 紙 片 が,上 ・下 巻 と もに見 られ る。 蕃 書 調 所 時 代 の もの と
推 定 され る。
47)岩 波 文 庫 中巻p.130お よびp.187を 見 よ。 と くにp.187の 記 述 は重 要 で,く そ
の うち に オ ラン ダ通 詞 は,タ チ ー シ チ ェ フの仏 露 辞 典 を 数 頁 写 して,そ の辞 典 に あ
る フ ラ ンス言 葉 の ロシ ヤ語 説 明 を 日本 訳 し よ うと思 ひ た つ た 。〉 とあ る。 『魯 語 』 の
成 立 とタ チ ー シ チ ェ フ辞 典 との 関 係 を 考 え る うえ で,無 視 で き ない 。
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